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今号の表紙は本郷の総合図書館書庫。書架は1928年
の図書館創建時に設置され、「全収容力五拾萬冊」
「書架の全延長五里に達す」と謳われました。製造
所は三菱長崎造船所。武蔵や霧島などの戦艦と同じ
故郷を持つ書架が知の蓄積を支えています。

『淡青』33号をお届けします。今回の特集テーマは、「東大」
の文系、文系の「東大」です。「文系」、「理系」という区別自体
が、世界規模の複雑な課題に取り組む研究者には意味が薄れて
いるのは事実ですが、それぞれの基礎となる専門分野の鍛錬の
ために、日本の大学組織は、特に教育組織は「文系」、「理系」
に明確に分かれているのも事実です。冒頭では、「文系」の代
表として、石井洋二郎先生を、「理系」の代表として梶田隆章
先生をお招きし、広報室副室長の白波瀬佐和子先生の司会で対
談をお願いしました。そして、東大の「文系」各分野の分布を
概観しながら、それぞれの研究を先生方に語って頂き、その広
がりと奥行きとを「文系」各部局のコレクションとともにお伝
えします。恒例の連載キャンパス散歩では、理系、文系を問わ
ずに卒業生諸氏が通われたであろう「計算機センター」が位置
する浅野キャンパスの今を紹介いたします。

東京大学広報室長　鈴木真二

「淡青」について
東京大学と京都大学（当時は東京帝国大学、京都帝国大学）が1920年に最初の対校レ
ガッタを瀬田川で行なった際、抽選によって決まった色が「淡青」（ライトブルー）。本
学の運動会をはじめスクールカラーとして親しまれてきました。

編集発行／東京大学広報室
鈴木真二（広報室長　工学系研究科教授）
広報誌部会／
白波瀬佐和子（広報室副室長　人文社会系研究科教授）
木下正高（地震研究所教授）
高橋慎一朗（史料編纂所教授）
三谷惠子（人文社会系研究科教授）
高井次郎、八木橋麻美（広報課）
中丸典子（卒業生課）
森和博、梶野久美子（卒業生室）

※本誌へのご意見・ご感想はpr.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jpまでお寄せください。

訂正とお詫び
「淡青」32号のp16で、江崎玲於奈先生のノーベル物理学賞受賞年を1968年と誤記し
てしまいました。正しくは1973年です。また、p8では「質量を持つ」の「つ」が脱
落していました。訂正しお詫び申し上げます。

印刷／図書印刷
発行／平成28年9月9日

【淡青】お取り寄せ方法

content s
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東京大学文系分野分布

p.14-15

希望学 玄田有史
日本近世史 山本博文

東大の「文系」、
「文系」の東大。

p.04-07

文 × 理対談
石井洋二郎 vs 梶田隆章

p.03-27

p.16-19

眺めて味わう文系部局コレクション

p.20-21

ゲーテ研究 石原あえか
英語教育 斎藤兆史

p.22-23

ものづくり経営学 藤本隆宏
現代イスラーム学 後藤絵美

p.24-25

音楽学 ヘルマン・ゴチェフスキ
当事者研究　熊谷晋一郎

p.12-13

日本政治外交史 五百旗頭薫
アメリカ政治外交史 西崎文子

p.10-11

フランス文学 野崎歓
文化資源学 木下直之

p.26-27

文・法・経、伝説の巨人たち
アートディレクション／細山田光宣（細山田デザイン）
デザイン／グスクマ・クリスチャン（細山田デザイン）
撮影／貝塚純一（p1, 3-7, 32）

p.28-29

[キャンパス散歩]
ダンジョンのような浅野キャンパス

p.30-31

東京大学トピックス

[特集]

テレメールで【淡青】を取り寄せ
ることができます。右のURLまた
はTEL（自動応答電話）にアクセ
スし、資料請求番号をご入力くだ
さい。送料はご負担ください。

URL：http://telemail.jp
TEL：050-8601-0101
（24時間受付）
資料請求番号：985108
送料：180円（後納）
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その線引きが妥当なのかどうかはさておき、
一般に学術分野は文系と理系に大別されています。
そして、「いったい何の役に立つの？」という疑問が、
理系に比べ文系により強く向けられる傾向は、
どうやら否めません。
今号の特集では、東大が育んできた膨大な「文系」学術の
ごく一端を紹介します。
その価値は「文」によって十分に示すことができているのか否か。
読者の皆様の目でお確かめください。

東
大
の「
文
系
」、

「
文
系
」の
東
大
。

すぐ役に立つのか、
いつか役に立つのか、
役に立つとかいうものではないのか

「自分の研究は役に立ちますか?」Question: 本編に登場する12人の先生にこの質問を投げかけ、「60字以内
のコメントを」とお願いしました。ページ下端をご覧ください。

UToky
o秋の

ブンまつ
り
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「理系」から見た「文系」、
「文系」から見た「理系」。

価値、視野、方法論、独創性、有用性、飛躍、
時間スケール……で考える両者の相違点とは?

巻
頭
対
談

悪と反抗の詩人、ロートレアモンの研究を進めながら、理事として大学の運営を牽引する石井先生。
幽霊のような素粒子ニュートリノの研究を進めながら、所長として宇宙線研究所を率いる梶田先生。
東大の文系と理系を代表する両先生が、各々の視座から見えた互いの分野の特徴について、
思うところをぶつけあいました。フランス文学と素粒子物理学。
両者には、分野を越えた共通項があったようです。

石井洋二郎
理事・副学長

梶田隆章
宇宙線研究所所長
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白波瀬　まずは、文系から見た理系、理
系から見た文系について、お二人の考え
をお聞かせください。
梶田　あくまでイメージですが、理系の
学問というのは、いろいろな方向がある
なかの一方向だけ、一直線に一所懸命や
っている、という感じがします。文系の
場合は、大きく俯瞰的にものごとを見て
いるという印象です。
石井　私は、理系／文系の分け方にあま
り意味がないと思っています※1が、それ
はさておきまして。理系では探究すべき
真理がどこかにちゃんとある、という気
がします。文系はある意味いいかげんと
いうか、何をいっても許される感じ。た
ぶん「真理」のとらえ方が少し違うんじ
ゃないかな。たとえば、以前は「ニュー
トリノには質量がない」が真理だと信じ
られていたんですよね。
梶田　「真理として信じられていた」は
少し言い過ぎで、「たぶんそうだと仮定
して進みましょう」というものでしたね。

理系には真理の上書きがある?

石井　なるほど。でも、それが梶田先生
の発見で覆ったわけですよね。理系では
そのように塗り替えられて進む性質があ
るかと思います。文系だと、この人はこ
う言った、あの人はああ言った、という
ことがただ積み重ねられていく感じがす
る。天動説が地動説に塗り替えられたよ
うに、信じられてきたことが一気に上書
きされることは、起こりにくい。

活には絶対影響がないですから。
白波瀬　断言されましたね（笑）。
梶田　もちろん1000年後にはニュート
リノが生活に役立っているかもしれませ
ん。ただ、社会的要請という言葉におけ
る時間的スケールは決して1000年規模
じゃないですね。やはり私の研究は社会
的要請に応えません。「人類の知の地平
を拡げる」という思いで研究するのであ
って、社会的要請に応えようとして研究
するわけではありません。
白波瀬　いまお話を聞いて、文／理の垣
根はそんなに高くないと感じました（笑）。
ところで、研究を進めるには先立つもの
が必要です。要求されるのは、お金を使
う意味を分野の違う人に説明することで
しょうか。
石井　理系にもすぐは役立たない分野が
ある一方、文系にも役立つものは当然あ
ります。そういう意味で、対立軸は文／
理ではないのに、文系は社会的要請に応
えないと単純に言われるのが現実です。

「有用性」で研究を語りたくない

　文系も役立つと主張すべきだという意
見もある※2と思いますが、私には「有用
性」で研究を語りたくない気持ちがあり
ます。それとは別の存在意義があると思
う。人間とは不条理な存在で、これをす
ると不幸になるとわかっているのにやっ

があるのではないでしょうか。
石井　確かに、大学のカリキュラムを見
ても、理系は順を追って学ぶことが必要
ですが、文系はランダムに学んでも問題
はないかもしれませんね。
白波瀬　とすると、独創性のハードルは
理系のほうが高いともいえますね。
梶田　特に私は実験・観測の人間なので、
独創性といわれてもなかなか難しいです。
同じ物理の分野でも、理論の先生だと、
誰も考えなかった見方で新たな方向性を
つくることがあります。実験物理の場合
は、地道に観測を続けて、結果をきちん
と報告することに尽きます。
石井　文系は、なんでもありだから独創  

性を出しやすいとも言えるし、だから独
創性の価値が下がるとも言えますね。独
創性は信じられている体系があって初め
て意味があるわけです。なんでもありの
学問だと思われると、すべては個人の主
観の問題ではないか、それなら社会的要
請に応えることにならないので、国立大
学でやらなくてもいいではないか、と言
われてしまいます。
白波瀬　たとえば、梶田先生のご研究も
そうとばかりはいえませんね。社会的要
請を直接受けたということではないよう
ですが。
梶田　全然ないですね（笑）。理系の場合、
社会的要請のなかには日々の生活をよく
してほしいという要請があるでしょうが、
私の研究はそれに応えられない。ニュー
トリノに質量があったからといって、生

「理系」から見た「文系」、
「文系」から見た「理系」。

価値、視野、方法論、独創性、有用性、飛躍、
時間スケール……で考える両者の相違点とは?

はみだしトーク 1
白波瀬　石井先生、理系の選択を考えた
ことは ?
石井　小学校で鶴亀算を習ったときに、
全然形が違う鶴の脚と亀の脚をまとめて
数えるのが不思議でした。具体的な脚の
形が頭から消えず、理系は無理だと思い
ました。でも、文系がいいと思ったわけ
じゃなく、読書感想文を書くのが大嫌い
でした。感想を書くために読むなど本末
転倒と憤ったんですが、中学で読書家の
友人に刺激されて、文系に進みました。
白波瀬　梶田先生は本は好きでしたか?
梶田　巷では、本好きだったと言われて
いるようですが、実はそれほどでもなく
て（笑）。いまの話で記憶が蘇りましたが、
私も感想文が大嫌いでした。あれは最悪。
原稿用紙をにらみつけてうなっていた思
い出があります。
白波瀬　そんな共通点があったんですね。

梶田　我々の分野も結
局は積み重ねですよ。
従来の体系が塗り替え
られるというより、不
十分な部分がより深い
ものへ少しずつ進化し
ていく感じかと思いま
す。
白波瀬　理系は積み上
げ型であるのに対し、
文系は批判への手続き
は比較的ゆるいところ
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てしまう。いけないとわかっているのに
愚かなことをやってしまう。それが人間
です。そういう部分をすくい取ることに、
Humanities（人文学）の意味があると
思うのです。役に立つわけではないが、
人間にとって不可欠な営みです。
　梶田先生がおっしゃる「知の地平を拡
げる」、これも人間の営みだと思います。
この宇宙にどうして我々が存在するのか。
この答に近づきたいと思うのは非常に人
間的な欲望です。その意味で梶田先生の
研究もまさにHumanitiesだと思います。
梶田　そう言われると、なんだかうれし
いですね。
白波瀬　「知の地平を拡げる」のはロマ

します。
石井　エビデンスを重ねた最後に何を言
うかという地点でポンと飛躍することに
文系の文系たる所以があると思うんです。
そこから先はエビデンスがなくても思い
切ってジャンプする。その飛ぶ姿がかっ
こよくなくちゃいけない。理系の場合、
厳密な手続きを経てエビデンスを重ねて
真理に近づくのが大事。しかし、文系が
そればかりやっていると凡庸な研究にな
る。飛躍がないとおもしろくならない。
梶田　理系もやはりどこかで飛ぶことで
発展すると思います。たとえば素粒子理
論の研究だと、いままで誰も考えなかっ
た新しい見方を、既存のフレームワーク
に加える。基本的には新たに重要なもの
を加えるイメージ。ただし、その重要な
ものは、いままで世の中の誰も気がつい
ていなかったものだということが大事な
のかと思います。
白波瀬　このところよく耳にする「文理
融合」についてはどう思われますか。
石井　簡単ではないでしょう。性格が違
うものを融合させるのは無理がある。文
理連携、文理協働のほうが可能性は高い
と思います。融合すると新しい何かにな
らないといけない。理系の分野同士、文
系の分野同士が融合して新しい何かにな
ることはあり得るでしょうが。
梶田　文理融合と無理矢理題目だけ唱え
てもなにも生まれないといつも思います。

ンを感じます。その一方、抽象的で共感
しにくいのではないでしょうか。
梶田　理系の場合、研究費をいただかな
いと始まらず、大きな研究になるほど広
く国民の支援が必要です。だからといっ
て、ふだん役に立つと思っていないのに、
役に立つからと言ったところで、納得は
してもらえません。なので、私は率直に
話しています。皆が皆、宇宙の謎に興味
を持つとは思いませんが、それでも、謎
に迫ることが広く人類のためになるのだ
とストレートに言うようにしています。
石井　学問には、経済を駆動する研究と、
それに対し批判的な視点からものをいう
研究がなければならない。両方があって
初めて総合大学の役割を果たすと思いま
す。あらゆる分野をバランスよく発展さ
せることが東大の使命です。
梶田　同感ですね。今年、イギリスがＥ
Ｕ離脱を選んだとか、テロが各地で頻発
しているとか、人類が大きい変わり目に
いる実感があります。そこで、世界がど
うすべきかを考えるときに、これまでの
営みを学ぶことで次の道を探る学問が必
ず必要です。これは文系でないとできな
い。少し羨ましさを感じる部分でもあり
ます。

飛躍することに文系の所以がある

白波瀬　批判の学問という話も出ました。
文系では批判する手続きがある意味鷹揚
なように思いますが、理系ではどうでし
ょうか。
梶田　文系の先生の本を読むと、そこは
少し違いを感じます。理系の場合、新し
いことを言うには新たなエビデンスを示
さないといけません。文系の批判のやり
方を見ると、エビデンスが十分にあって
言っているのかな、と思うことがありま
す。理系では、相当なエビデンスがない
と、批判など到底できませんから。
白波瀬　文系でも、何か新しいことをい
うなら、エビデンスがないとやはり納得
は得られません。しかし、エビデンス探
しばかりしていてもおもしろくない気も

1951年生まれ。東京大学教養学部教授、総合文化研究
科長・教養学部長などを経て2015年度より理事・副学長。
専門はフランス文学、フランス思想。著書に『フランス
的思考―野生の思考者たちの系譜』（中公新書／2010

年）、『科学から空想へ』（藤原書店／2009年）、『ロートレ
アモン　越境と創造』（筑摩書房／2008年）など。趣味
はカラオケ、旅行、ドライブ。

Yojiro Ishii
石井洋二郎

1958年生まれ。国立社会保障・人口問題研究所、筑波
大学を経て東京大学人文社会系研究科教授。2016年度
より広報室副室長。専門は人口の社会学。著書に『生
き方の不平等』（岩波新書／2010年）、『日本の不平等を考
える』（東京大学出版会／2009年）など。趣味は絵画鑑賞。

Sawako Shirahase

司会・白波瀬佐和子

はみだしトーク 2
白波瀬　理系だと、教育も研究も英語化
するのが比較的やりやすそうです。
梶田　そうですね。
石井　文系はなんでも英語でとはいきま
せん。コミュニケーションツールとして
はありですが、英語で思考することにな
ると学問の質が変わるでしょう。外国の
研究者が日本に来て文系の学問を英語で
やるというのも考えにくいです。
白波瀬　理系ではすでに論文はほとんど
英語で書いているんですよね。
梶田　はい。でも、おまえの論文の英語
は「馬から落馬した」みたいな書き方を
している、と言われることがあります。
日本語が下手な奴は英語もやっぱりだめ
だということでしょうか（笑）。
石井　文系でも、経済学では英語化が進
んでいるようです。まあ、経済学は人文
学より数学の方に近いと思いますが。
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総合大学にいる意味というのは、理系の
研究者でも機会があれば文系の先生の話
を聞けること。それが一生のうち一回く
らいは何かの足しになるかもしれない。
私はそんな捉え方をしています。
白波瀬　たとえば学際的な研究では、分
野ごとに基礎となる方法論があることが
重要ではないでしょうか。
石井　in te rnat iona l i ty（国際性）は
nationがあるから成り立つ概念です。同
様に、interdisciplinarity（学際性）は
disciplineがあってのもの。基本になる
ものがないのに融合といっても意味はな
い。disciplineは外せません。
梶田　ただし、そこに閉じこもってしま
ってはいけませんね。
白波瀬　さて、ここまで「文系と理系」
ということでお話を伺ってきましたが、
どのような感想をお持ちになりましたか。
梶田　私が思ったのは、世の中、政府の
変化の時間スケールと学問の時間スケー
ルがたぶんずれていて、それこそがたぶ
ん重要だろうということです。大学、学
問が世の中の時間スケールに合わせない
ことが。そして、そういう学問が理系に
も文系にもあるということを再認識しま
した。
石井　おっしゃる通りですね。私は理事
・副学長として中期計画の策定や評価作
業に携わっていますが、わずか6年のス
パンでこんなことやっていていいのか、
とふと空しくなることがあります。1000

年とは言いませんが、せめて数十年先を
見据えて学問を醸成しないといけないと
思います。

理学と文学は時間感覚が近いかも…

白波瀬　たとえば、理系のなかで見ると、
理学部と工学部では時間スケールが違う
ように感じますが、いかがでしょう。
梶田　そうですね。工学部は社会の要請
に応えていくのが本業だと思いますから。
白波瀬　理学部と文学部は近い部分もあ
るように思いますが。
梶田　時間感覚は似ているかもしれませ

ん。
石井　数学は文系に近い、ともいいます
ね。紙と鉛筆があればできる点が。有用
性の点もそうかもしれません。
梶田　そういえば、数学の先生と文学の
先生は生活様式が似ていると聞きますよ。
石井　午後にならないと大学に来ないと
ころでしょうか（笑）。
白波瀬　学問の持つ長い時間スケールに
思いを馳せつつも、このあたりで短い90

分スケールの対談は終了したいと思いま
す。どうもありがとうございました。
（2016年7月20日、総合図書館脇共同利
用棟・図書館長室にて）

1959年生まれ。東京大学宇宙線研究所教授などを経て
2008年度より宇宙線研究所所長。専門は素粒子物理学。
ニュートリノが質量を持つことを示すニュートリノ振動
の発見により、2015年ノーベル物理学賞を受賞。著書
に『ニュートリノで探る宇宙と素粒子』（平凡社／2015

年）、『カミオカンデとニュートリノ』（共著・丸善出版／
2016年）など。趣味は「とくになし」。

Takaaki Kajita
梶田隆章

※1「文か理か」よりも「Science

かどうか」が重要だというのが
石井先生の考え。「自然科学
（Natural Science）や社会科学
（Social Science）と違い、人
文学（Humanities）はScience

ではありません。たとえば哲学
が諸学を支えるものだと考えら
れたように、人文学は学問分野
の一つではなく、あらゆる学の
基本にあるものだと思います」。

※2たとえば、吉見俊哉先生（情
報学環教授・副学長）は、『「文
系学部廃止」の衝撃』（集英社
新書／2016年）で、社会が大
きな変化に対する際、新たな価
値軸を創造する「文系的な知」
こそが役に立つと述べています。

はみだしトーク 3
白波瀬　総合図書館での撮影はいかがで
したか。
梶田　入ったのは久々でしたが、背筋が
伸びるような独特の雰囲気がありますね。
大学にはこういう空間が必要だとあらた
めて思いました。
石井　本がずらっと並ぶ空間にいると、
陶然となりますね（笑）。
白波瀬　新図書館計画では、ここが新し
い形の図書館に生まれ変わります。自動
化書庫などを備えた新館を地下に建設し、
本館は外観を保存しながらの全面改修で
す。
石井　図書館はやはり大学の顔だと思い
ます。東大の新しい顔の誕生がいまから
楽しみです。
梶田　完成の暁には、学生が思わず寄り
たくなるような場所になっていてほしい
ですね。
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東大「文系」研究分野分布
キー漢字別に概観する

◎東京大学ウェブサイトの「教員検索」
ページでは、教員が自分の専門分野を記
したデータが公開されています（特任教
員は含まず、専門分野を記していない教
員もいます）。このデータから文系部局
に所属する教員を抽出し、各々の専門分
野名を集計。分野名に含まれるキー漢字
を任意に14個決め、字ごとに教員数をま
とめたのが右図です。たとえば、分野名
に「史」を含む教員は141人、「法」を含
む教員は118人、「文」を含む教員は116

人います。◎点線で囲んだ丸の大きさは
その漢字を分野名に含む教員の数に対応
します。色地の丸の数字はその分野を専
門と記した教員の数です（点線の丸との
大きさ対応はなし）。数字がない丸は 1

人を表します。◎分野名に別の13漢字を
含むものは色つきの下線で示しています。

分布図について

東大の「文系」研究を概観する一つの試みとして、
ここでは「文字」に着目。文系部局に在籍する教員
約800人の専門分野名を抽出し、そこに含まれる
漢字ごとに教員数を割り出して一覧します。
何が見えるのか。それとも、何も見えないのか?

　文系の研究領域の拡がり、すなわち東京大

学の人文社会科学分野の多様性を、教員の専

門分野名に含まれた1文字に集約しつつ一覧

する、という。まことにユニークだが、そう

とうに強引な試みを論評するにあたって、東

京大学にまだ「法」「理」「文」「医」の4つの 1

文字を掲げた学部しかなかった時代の、135

年前の小さな一冊を思い出す。

　1881（明治14）年、東京大学法理文三学部※

から『哲学字彙』が刊行された。この書物に

は、世界の学問の用語をなんとか自分たちで

使えることばであらわそうとする、気概があ

ふれている。英語のconceptやドイツ語の

Begriffがあらわそうとした観念を「概念」と

名づけ、中国の古典で使われていた「存在」

を西洋哲学が論ずるexistenceに流用し、「逆

説 paradox」「惰性 inertia」「全知 omniscience」

など数多くの事象に新しいことばをあたえて

いる。「理学」であったscienceが「科学」と

訳し直されて流布するのも、たしかこの本に

始まる。翻訳語彙集であると同時に、根本に

もどって考える（すなわち哲学する）ところ

で役立つように準備された、新しいことばの

一覧であった。

　この古典を思い出したのは単純なノスタル

ジーからではない。「ことば」を道具として探

究をすすめ成果を編まざるをえない人文社会

分野の諸学問の宿命ともいうべき、ことば作

りの終わらない努力にふれるものだからだ。

じっさいに新漢語増加の時代を象徴する一冊

だが、すでに現代ではまったく使われず消滅

してしまったことばが、じつに4割にのぼる。

ならば無駄な努力だったのかといえば、明確

にそうでない。新しいことばを模索し案出す

るエネルギーこそが、取捨選択をささえる比

較や、よりよい解決をめざす改善の力でもあ

ったからだ。

　新語の協創を活性化する触媒となったのが、

4-5世紀以来1500年にわたって使いこなして

きた漢字の力能である。中国文明の基盤をつ

くった漢字は、対象を構成する諸要素と意味

の輪郭とを1つの文字で指し示す。東アジア

の知の公共空間において、この書記技術が果

たした役割は、ヨーロッパの学芸におけるラ

テン語の貢献に匹敵する。それぞれの土地で

はまったく別な発音で読まれ、たがいに通じ

ないほどに異なりながら、書かれた形では相

互に内容を理解しうる文章としての普遍性・

国際性を備えていた。その点でラテン語と漢

字は、声の共同体の国境をこえ、文字による

読者の公共性をつくりだし得たのである。

　洋学だけでなく漢学の素養もあった明治初

期の知識人たちは、些細な破格をおそれず、

語を縦横に組み合わせて、未知の多様な思想

や技術を受け止める新しいことばを編みだし

ていった。1つの文字ではとらえきれなかっ

た意味や機能の新しさを、2つの漢字を組み

あわせ合成することであらわす。その努力の

なかから、心理学や理財学（経済学）、政治学、

世態学（社会学）、博言学（言語学）など近代

日本の学問の多様な名が生まれていく。

　いま生まれつつある新しい専攻や専門分野

の名前は、とても 2文字や4文字の定型では

納まらず、8文字の連結から10文字以上の提

示におよぶ。また原語のほうが正確に感じら

れて、カタカナでそのまま取り入れる研究領

域表示も増えている。無理もない傾向なのだ

が、名づけは看板として一人歩きして固定化

され、当初の本願が伝わりにくくなる。その

表象が衆に承認され、想像が共有されなけれ

ば、新語としても残らない。

　この集計結果は 1つの切り口である。日本

漢字能力検定協会が年末に清水寺でやる「今

年の漢字」イベントのように、数の多寡や時

代の流行を気にする必要はない。しかしなが

ら、日々の探究の基礎にひそむ 1字あるいは

 2 字の核がなんであるのかを、あらためて問

うてみるのはおもしろい。意外に離れた学部

の、あったこともない研究者との深いつなが

りを感じさせてくれるかもしれない。

佐藤先生の本
『浅草公園　凌雲閣十二階

－失われた“高さ”の歴史社会学』
（弘文堂／2016年2月刊／4200円＋税）

※1877（明治10）年、東京開成学校（大学南校）
と東京医学校（大学東校）との合流で、東京大学が
成立する。発足当初の「学部」の独立性はきわめて
弱く、法学部・理学部・文学部は「法理文学部」と
か「三学部」などとたばねて呼ばれることも多かっ
た。この扱いは大学南校の起源が「蕃書調所」にあ
ったこととも無関係ではない。この調所は先進の
「洋学」の必要を痛感して幕府が設置した研究教育
機関で、そこで学ばれていたのは語学・数学から、
天文学・化学・工学・画学・博物学に及んでいた。

人文社会系研究科教授

佐藤健二
Kenji Sato
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政
56

都市行政学

日本政治外交史

文化政策

アジア政治思想史

イスラム政治思想

教育行政学
金融政策

現代アフリカ政治

現代東アジア政治

現代日本政治論

国際政治経済論

政策学
政治学史

政治史

政治学9
行政学4 国際政治4

行政法3 政治思想3 比較政治3

アジア政治外交史2 アメリカ政治外交史2

イギリス政治2 経済政策2 財政学2 財政法2

イノベーション政策

ヨーロッパ政治史　

環境政策

公共政策学

法
118

イスラーム法

インド法

ドイツ法

フランス法

ローマ法

医事法・信託法

司法コミュニケーション

会社法

企業法

経済法

現代中国語文法論

現代法過程論

国際経済法

社会保障法

消費者法

西洋法制史

知的財産法地方自治法

東洋法制史

日本近代法史 日本法制史

紛争処理法

文法

法と経済学

法制史　

民法13

商法9
民事手続法7

国際法6
刑事法5 憲法5 労働法5

刑事訴訟法4
租税法4民事法4

英米法3

基礎法学3
刑法3

公法学3

行政法3

法哲学3

民事訴訟法3

国際私法2

国法学2 財政法2

法学2

法社会学2

教
57

外国語教育

韓国仏教

教育行政学

教育史
教育人間学

教職開発
言語教育

教育学9

教育社会学 9

宗教学5

身体教育学5

教育心理学4

高等教育論3

特別支援教育3

教育工学2

日本語教育2

比較教育学2

仏教学6

語
56 イタリア語学

スペイン語言語学ドイツ語

英語史

英語文献学

外国語教育

現代中国語文法論

言語教育

自然言語処理

心理言語学

生物言語学

統語論

認知言語学

言語態研究2

日本語教育2
英語学3英語圏文学3

社会言語学3
韓国語学3

中国語学5 日本語学4

言語学18

経
98

アジア経済論

アジア社会経済論

金融経済学

経営学習論

経済学史

経済思想史

経済発展論
経済法

国際経営

国際経済
国際経済法

国際政治経済論

実験経済学

実証ミクロ経済学

社会経済学

組織経済学

中国経済史

日本経済史・経営史

文化経営

法と経済学

労働経済学

ミクロ経済学2

応用経済学2

環境経済学2 経済政策2

中国経済2

計量経済学3

マクロ経済学・理論3

経済史3
経済学47

経営学11

社
65

アジア社会経済論

イギリス社会史

科学技術社会論

会社法

社会経済学

社会情報学

社会生態学

社会福祉学

社会保障法

情報社会学
地域社会学

農村社会学

社会学28

教育社会学9

社会心理学5

社会言語学3

科学社会学2 社会階層論2

社会人類学2

法社会学2

理
60

カウンセリング心理学

論理学 異常心理学

感情心理学

自然言語処理

心理言語学

神経心理学

生態心理学

認知心理学

紛争処理法文化地理学

臨床心理学13

倫理学11 実験心理学6

社会心理学5 教育心理学4

マクロ経済学・理論3

人文地理学3

心理学2

発達心理学2

哲36
古代ギリシア哲学

古代中国哲学

比較哲学

哲学14

印度哲学5 国際政治4

中国哲学3 法哲学3

科学哲学2

分析哲学2

社会情報学

報13
情報社会学
人文情報学

情報学7

メディア情報学3

美11
美術史8

美学3

クィア・スタディーズ

ゲーム学習論

シリア学

ドイツ思想

パフォーマンス研究

フランス演劇

フランス思想

ラテンアメリカ研究

リスク研究

会計学

開発金融

技術移転

芸術学

作曲と指揮

産学連携

死生学

児童思春期精神医学

辞書論

行動学

精神分析

組織行動論

実験音声学

中国研究

朝鮮半島地域研究

統計学

動物行動学

難民・移民研究

風土学

防災学 翻訳論

ジェンダー3

意味論3演劇3

音楽学2

開発研究2

金融工学2

史
141

日本史43

アジア政治思想史

イギリス社会史

英語史

教育史

近代バルカン史

経済学史

経済思想史

古代ローマ史

書物史

政治学史

政治史

西洋法制史

先史考古学

中国近現代史

中国近代史

中国経済史
中国古代史

中東イスラーム史

東アジア国際関係史

東洋法制史

日本近現代史

日本近代法史

日本経済史・経営史

日本思想史

日本政治外交史

日本農業史

日本法制史

文化交流史

文化史

法制史　

アジア政治外交史2

アメリカ史2
アメリカ政治外交史2

イスラーム史2

科学技術史2

国際関係史2

東アジア史2南アジア史2 日本近代史2

日本古代史2

経済史3中国思想史3

西洋史10
日本中世史9

美術史8東洋史6
思想史5

歴史学4

文
116アフリカ地域文化研究

ロシア東欧文化

ロマン主義文学

映像文化論

英語文献学現代中国語文法論

古代日本文学

人文情報学 中国古典文学

文化交流史

文化史

文化政策

文化地理学 文法

スペイン文学3

ラテンアメリカ文学3

英語圏文学3

人文地理学3

アメリカ文学2

イタリア文学2

ロシア東欧文学2

ロシア文学2

人文学2

日本近代文学2

日本古典文学2

ヨーロッパ文学12

日本文学12

イギリス文学10

文化人類学9 フランス文学8比較文学8

比較文化7 ドイツ文学6

表象文化論4

人21
応用人類学

教育人間学

人文情報学

文化人類学9

人文地理学3

自然人類学2

社会人類学2

人文学2

28

アンデス考古学

古代ギリシア哲学

古代ローマ史
古代中国哲学

古代日本文学

先史考古学

中国古代史

中国古典文学

考古学12

西洋古典学4

日本古代史2

日本古典文学2

古

現代現象学 現代日本外交

公衆衛生
国際学

国際貿易論

日本舞台芸術

認識論

発達脳科学

金融論2

国際関係論2

国際金融2

産業組織論2

自然災害科学2

臨床精神医学2

漢字別・文系分野分布図



人間の生にとってそれなしではすまされない「文化」の洗練と深化のために、大いに役立っていると思います。
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愛の教育装置としての仏文
偉大と崇高が宿る精神の創造物を読む

言葉の壁は常に外国文学の読者を邪魔します。しかし、野崎先生は、異邦人だからこそ
できる発見があると気づき、フランス文学が描く「愛」の姿を追いかけてきました。
以下に掲載するのは、フランス人には決してできないフランス文学研究がもたらす
至上の歓びを語った、文学愛横溢の1300字。読めばamourと叫びたくなる!

フランス文学

人文社会系研究科教授

野崎 歓
Kan Nozaki

ものになぜ惹かれないのだろうと不思議でな

らない。外国文学の存在自体が目に入らなく

なっているのかもしれない。せっかくこの世

に生まれてきて、至上の快楽の一つをみすみ

す知らないまま終わることになりかねない。

まったくもって悲憤慷慨したくなる事態であ

る。

　その気になればわれわれはいつでも、世界

中のおびただしい傑作名作のただなかに、翻

訳をとおして分け入っていくことができる。

ぼくがその事実に気づいたのは中学から高校

にかけての頃だったろうか。気づいて本当に

よかったと思っている。古典や名著との遭遇

は、ひょっとしたら天空の彼方に新たな星を

発見して感じるのにも劣らない興奮を与えて

くれる。人間精神の創造物には宇宙的なまで

の偉大と崇高が宿りうる。そうと知ったら、

それを研究したいと熱望する人間が現れるこ

とに何の不思議があるだろう。　

　ただしそこで立ちはだかるのが言葉の壁だ。

ぼくの場合、フランス語学習を始めてはや40

年近くが経過した。未だに名詞の男性女性に

迷い、冠詞の用法に自信がもてない。だが気

に病んでも仕方がない。基本単語の意味をい

つになっても辞書で確認せずにいられない外

国人だからこそ、テクストの意味が腑に落ち

たときの喜びは大きい。“無垢”な目で読むぶ

ん、意外な発見だって可能かもしれないでは

ないか。

　そんな覚悟でこの数年追いかけてきたのは

「愛」の問題である。基本中の基本単語「アム

ール」がどれほど広大な領域を指し示してい

るか。男女のアムールが、いかに大胆かつ意

欲的な表現を生んできたか。そしてまた、解

放と荒廃、高揚と幻滅のはざまでどれほど真

摯な思索が展開されてきたことか。フランス

文学には愛の教育装置としての驚くべき機能

国文学の研究を志す学生がこのとこ

ろ減少傾向にある。こんなに面白い外 が備わっていることを、古今の具体例にもと

づき検証し、その成果を一般の読書人にもわ

かちあってもらえるような一冊にまとめて上

梓した。何しろフランスでは、いまや新生児

の過半数が非婚カップルから誕生する。同性

婚だって合法化された。わが国との差異には

何か根源的なものがある。なお調査を続行す

べしである。そして最近はアムールを超える

精神的な絆への夢が、ルソーやシャトーブリ

アンのテクストを始めとする重要作品の中核

に秘められていることに興味を引かれている。

愛の彼方にあるもの、それは何なのか ?

　なお、狭義の研究とともに、彼の地の文学

を日本語に移植する翻訳者としての責務が外

国文学者にはあるとぼくは信じている。翻訳

書濫読で自己形成した人間なので、いきおい

翻訳にも力を入れてきた。19世紀から現代ま

であれこれ訳しつつ、今は18世紀小説の代表

的傑作『マノン・レスコー』に取り組んでい

る。目標は、作中に具体的な描写がまったく

ない（わずかな挿絵はあるが）ヒロイン、マ

ノンの顔かたちが目に浮かんでくるような訳

文にすること……なのだが、なかなか難題だ。

そうやって気ままに翻訳に従事する様子をフ

ランス人研究者に羨ましがられることがある。

彼らには自国文学を翻訳するわけにはいかな

い。これぞ異邦人だからこそ許された楽しみ

なのだ。今後も研究と翻訳のはざまで励む所

存である。

野崎先生の本
『フランス文学と愛』

（講談社現代新書／2013年10月刊／780円＋税）

Answer: Answer:

アベ・プレヴォ『マノン・レスコー』最
初のページ。

アベ・プレヴォ『マノン・レスコー』挿絵。



文学部は、医学部がそうであるように、人間と向き合う場所だと思いますが、それを「文系」と括ることには疑問を抱きます。
というよりも、この表現にもこの問いにも意義を見いだせません。
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人間、この物忘れのひどい奴と向き合う
図書館前広場の足元のモザイクから

美術史研究を発端に、絵馬堂、祭礼、見世物、博覧会、記念碑、動物園、お城、春画、男性裸体像の股間……と、
縦横無尽な「探索」を繰り広げてきた木下先生。ここでは、忘れられかけた「足元」の模様に刮目することから、
人間の持つ一つの特性と、それを考え続ける文学部の意義についても、静かに、敢然と、伝えます。

1. 大谷幸夫『都市的なるもの－大谷幸夫作品集』
　建築資料研究社、2006年
2.『帝国大学新聞』1941年4月14日
3.『帝国大学新聞』1941年9月22日
4. 簿冊『支那事変戦歿者慰霊祭関係』
　東京大学文書館蔵
5.『帝国大学新聞』1943年10月25日
6. 拙稿「死者がよみがえる場所」   （野崎歓・
　秋山聰編『人文知Ⅱ 死者との対話』
　東京大学出版会、2014年）を参照されたい。

文化資源学

の協力に加えて、工学部や理学部、史料編纂

所や生産技術研究所、博物館や文書館の先生

たちがつぎつぎに登壇するリレー形式の講義

です。「東京大学に入学しても、大半の学生は

東京大学を知らずに卒業していく。それはい

ささかもったいない話だ」というシラバスの

呼びかけに応じて、たくさんの学生が学部の

垣根を越えて参加してくれます。

　元は加賀藩邸であった東京大学本郷キャン

パスは探索しがいのある場所ですが、「いさ

さかもったいない」と書いたわたしの真意は、

「自分の居場所も知らないなんて」という思い

にあります。「自分の立つ場所を足元から見

つめよう」という呼びかけです。

　したがって、対象は東京大学に止まらない。

大学を離れても、いつもこの問いを持ちつづ

けてほしいと思うのです。ちょっとだけ自慢

をすれば、文学部とは、この問いがさまざま

な観点からこれでもかこれでもかと問われつ

京大学探索」という授業を文学部で

開講しています。埋蔵文化財調査室東

づけている場所なのだろうと思います。

　今年の授業でわたしが示した「足元」をひ

とつだけ紹介しましょう。それは文字どおり

の「足元」で、ふだんは何も考えずに通り過

ぎてしまう「地べた」にすぎません。しかし、

立ち止まり、なんでこんなモザイクが施され

たのかと考えると、誰かの意図が働いている

ことに気づきます。それが何かを考えること

から「探索」は始まるのです。

　視点をぐんと上空に移動させると、そこに

描かれた図形が見えてきます。描いたのは大

谷幸夫という建築家で、そのスケッチは「広

場の曼荼羅」（1986年）と名づけられました。

そして、大谷は自身の著書でこんなことを語

っています。「広場の中心に在る九輪の池と

が迎えられていないという思いがあります。

では、ずっと彼らは放置されていたかという

と、決してそんなことはありません。1941年

9月、図書館内に「戦没者記念室」が設けら

れたからです。当時の平賀譲総長は「本学関

係戦没者の英霊を祀り、忠魂を永へに伝へ遺

烈を亀鑑に留めん」と宣言し（ 2 ）、いまは洋

雑誌閲覧室と呼ばれる部屋の一隅に祭壇を設

けました（ 3 ）。そして、同年10月に「東京帝国大

学職員学生生徒支那事変戦歿者慰霊祭」（ 4 ）

が、1943年10月には「東京帝国大学職員学生

生徒大東亜戦争戦歿者慰霊祭」（ 5 ）が催され

ました。東京大学における戦没者追悼の場は

日露戦争にまでさかのぼることができます。

それもまた先代の図書館内でした。

　こうしたことを人間はいとも簡単に忘れて

しまうのですね（ 6 ）。そして、人間がそのよ

うなものであることをしつこく問題にする場

が文学部であるとすれば、これほど世の役に

立つことはありません。

左右の楠の古木を手掛かりに、戦没した先輩、

同輩を迎えたいと思った」（ 1）。

　ここまで読めばお分かりのとおり、文学部

三号館と法学部四号館の設計に携わった大谷

は、ふたつの建物によって閉じた空間となっ

た図書館前広場を戦争で死んだ者たちを思う

場に変えたいと願ったのでした。大谷は東京

大学工学部を1946年に卒業、学徒出陣にわず

かに遅れる世代でした。写真のモザイクは

「広場の曼荼羅」の一端なのです。

　「迎えたい」という大谷の気持ちには、彼ら

木下先生の本
『股間若衆　－男の裸は芸術か』

（新潮社／2012年3月刊／1800円＋税）

Answer:

図書館前広場のモザイク、2014年、筆者撮影。

大谷幸夫「広場の曼荼羅」1986年。大谷幸夫設計
の広場は、竣工からわずか30年で、その姿を大きく
変えようとしている。下が図書館、右が三四郎池。

人文社会系研究科教授

木下直之
Naoyuki Kinoshita



人は文脈の変化をかぎわけることで聡明になります。役に立つと思います。

12

明治の不平等条約改正とは?

世論、行政、居留地社会の
相互関係から迫る

ヒット曲の歌詞を首相名に変換して歌っていた少年は、保革対立の熱気がかろうじて残る時代に
生まれた意味を考え、社会の痛みを直視できる歴史家を目指しました。
そして直面した、明治の条約改正史。不平等条約の問題を日本の社会が
どう克服してきたのかを捉える試みを、五百旗頭先生は今日も続けています。

Answer:

日本政治外交史

明治期の横浜の税関庁舎。だがここで荷物検査
を行うとは限らず、税関吏が船などに出向いて
行うことが多く、日本の弱い立場を象徴してい
ると見る意見もあった。『明治大正建築写真聚
覧』（日本建築学会編／1936年刊）より。

法学政治学研究科教授

五百旗頭 薫
Kaoru Iokibe

を持っていたわけでは全くありません。

　政治をめぐる最初の記憶は、鈴木善幸首相

であったと思います。みなみらんぼうの作詞

・作曲で「山口さんちのツトム君」という歌

があります。それを拝借して、「鈴木さんちの

総理大臣このごろ少し変よ」と歌っていまし

た。

「変よ」と歌った理由は覚えていません。80

年代の初め、日米関係の軍事同盟としての意

義を否定する発言を鈴木が行い、これに同調

しない外務大臣（伊東正義）が辞任するとい

う事件がありました。その頃の雰囲気があっ

たのかもしれません。

　政治について、ある程度組織だった記憶を

本政治外交史を研究しています。と

いっても、政治について早熟な関心日 蓄えるようになったのは、もっと後です。と

もあれ、かろうじて私が記憶している時代、

革新陣営には勢いが残っており、中学最後の

夏の参議院選挙では、土井たか子を中心にマ

ドンナ旋風が吹いたりしていました。

　論文を書くというのは辛いことで、自分の

限界を思い知ります。自分の強味が何である

かを、考えるようになりました。生まれた時

代に恵まれていると信じることにしました。

保革対立が古びつつも、かろうじてそれが持

っていた熱気を記憶できた生い立ちです。こ

の生い立ちを無にしないように、日米同盟に

よって日本が得た利益を認識しつつ、米軍基

地などで社会が受けた痛みも直視できる歴史

家になりたいと思いました。

　それは政治的なバランス感覚を必要としま

す。それ以上に、国際関係から内政を経て国

内社会までを見通す、総合的な視野を要請し

ます。これは大変なことで、生まれた時代が

何かを啓示してくれるのを待つだけではなく、

自力で新しい強味を作り出して装備しなけれ

ばならないと思いました。気が付くと、明治

の条約改正史を研究していました。

　幕末の1850年代、日本が開国する時に欧米

と条約を結びました。この条約を不平等とみ

なし、これを改正しようとする交渉が、1870

年代から90年代へと続き、明治初期・半ばの

最大の外交課題でした。領事裁判権を外国に

認め、関税自主権を喪失したから不平等だ、

と教科書で読んだ方も多いだろうと思います。

　条約のどこをどう改正するかというのは外

交の大問題です。しかしそれだけが条約改正

史ではありません。この外交を励ましたり批

判したりする国内輿論があります。条約によ

って外国人が得た特権と争ったり協力したり

しながら、独自の発達を遂げる行政がありま

す。独特の文化を育んだ居留地社会がありま

す。これらの相互関係からなる明治のオーケ

ストラを我が物にできれば、戦後の日米同盟

を踏破する知的装備になると期待しています。

　しかし困っていることもあります。なかな

か研究が進まず、40歳を超えてもまだ明治時

代を中心に研究していることです。もっと困

っているのは、ずっとこれでも楽しいではな

いか、と時々思ってしまうことです。

五百旗頭先生の本
『条約改正史 －法権回復への展望とナショナリズム』

（有斐閣／2010年12月刊／4000円＋税）

Answer:

日本国内での外国人の旅は、条約改正が実現する前
から増えていた。その多くは平穏かつ友好的であっ
たが、特権を帯びた外国人旅行者をどう取り締まる
かに、日本政府としては悩まされた。Christine 

Kühn eds., Zartrosa und Lichtblau (2015)p.118（基
盤研究(A) 25240053代表　馬場章）　



「役に立つ」かという問いが、学問を矮小化することを恐れます。Humanityを豊かにするものはすべて役に立つと捉えたいからです。
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大統領の折り鶴の意味を考える
「核なき世界」への期待と「ずれ」

原爆を投下した国のリーダーとして初めて広島を訪問したオバマ大統領。
歴史的瞬間だったのは間違いない一方、「核なき世界」を目指す上では
期待外れの面もありました。そんななかで舞い降りた、大統領自作の折り鶴。
西崎先生はその意味を、アメリカ政治外交史の視点から考えています。

被爆地訪問は、蓋を開けてみると日本では大

歓迎、米国でも目立った批判を浴びずに終わ

りました。

　ただ、この訪問への評価は一様ではありま

せん。当初は高く評価した被爆者の代表も、

成果不十分として再訪を求めています。オバ

マ大統領の勇気を讃えながらも、実質的意義

は小さいと考える人も少なくありません。米

国の投下責任に触れなかったこと、「核なき

世界」実現への道筋が立っていないこと、そ

して演説が具体的内容に乏しかったことがこ

のような見方につながりました。

　歓迎ムードの裏にあったこの割り切れなさ、

その根底には何があるのでしょうか。

16年5月27日のオバマ大統領の広島

訪問を、国内外のメディアはこぞっ20

いかに読むかにかかっています。オバマ氏は

演説の中で、核被害の甚大さや被爆者の苦し

みに繰り返し言及しました。同時に大統領は、

原爆を日米関係や冷戦の文脈に位置づけるこ

となく、軍事技術の発展や、戦争と人間の問

題に一般化して語りました。米国大統領とし

て許される最大限の哀悼の意を表したと見る

か、それとも責任の所在を曖昧にし、問題の

本質を避けたと見るかは受け手によって大き

く異なるでしょう。

　印象的だったのは、オバマ大統領が自作の

折り鶴を持参したことです。千羽鶴を折りつ

つ亡くなった佐々木禎子さんの話に胸を打た

れたというオバマ氏は、広島で何を見、何を

感じたのでしょうか。核の近代化計画を進め

西崎先生の本
『アメリカ外交とは何か －歴史の中の自画像』

（岩波新書／2004年7月刊　780円＋税）

Answer:

そして、オバマ政権が核廃絶・核兵器禁止を

早急に求める動きに冷淡なことはよく知られ

ています。

　もう一つは、この訪問が日米関係に持つ意

味合いの複雑さです。かつての敵国が今日で

は親密な同盟関係にあることは、広島でも日

米両首脳によって強調されました。ただ厄介

なのは、この同盟が米国の「核の傘」の下に

あることです。核抑止政策にもとづく日米同

盟の強化が広島で謳われたことに強い違和感

を持つ人がいても不思議ではありません。

　オバマ大統領の広島訪問は、このような曖

昧さを取り除き、新たな日米関係構築への突

破口となる̶̶被爆地の期待はそこにあっ

たのではないでしょうか。原爆は、日本では

一般市民を無差別に殺戮する残虐な兵器だと

する見方が強いのに対し、米国では一般的に

戦争を終結させた「勝利の兵器」だと考えら

れています。しかし、オバマ大統領は広島で

日米間のこの溝を乗り越えるのではないか、

核兵器の非人道性を心に響く言葉で語るので

はないか̶̶そう期待した人は多かったは

ずです。

　それが実現したか否かは、大統領の演説を

　一つは、オバマ大統領の提唱する「核なき

世界」と被爆地の期待との「ずれ」です。2009

年にオバマ氏が行った「プラハ演説」は画期

的でした。唯一核兵器を使った核保有国とし

て米国には行動する責任があるとの発言は、

大きな注目を集めました。しかし、「核なき世

界」構想の最優先課題は、核不拡散と核物質

管理体制の強化にあります。その意味で、オ

バマ氏の核政策は漸進主義的であり、核抑止

力を保持する姿勢を崩すものではありません。

る米国と、折り鶴に思いを込

めるその指導者との落差にも

注目しながら、日米関係の過

去と現在について今後も考え

ていきたいと思っています。

アメリカ政治外交史

広島平和記念資料館で出迎えた子どもに2羽の折り鶴を手渡したオバマ大統領は、核兵器廃絶に向
けたメッセージの傍らにも2羽の折り鶴を置きました。

写
真：時

事
通

信
社

広島平和記念公園の原爆死没者慰霊碑に献花した後、
安倍首相と握手を交わしたオバマ大統領。
www.facebook.com/WhiteHouse/photos

総合文化研究科教授

西崎文子
Fumiko Nishizaki

て「歴史的瞬間」と報じました。原爆

投下から71年、実現は困難と言われた



役立つことも大事ですが、まずは「！」とか「？」など、何かを感じてもらえることを大切にしたいと思います。
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文系を挙げて学問する
「希望の社会科学」から「危機対応学」へ

生活の向上に役立つ学問として社会科学研究所が進めてきたプロジェクトの一つが、希望学です。
希望はどんな社会に生まれ、失われるのか。東北で多くの会話を重ねながら、
挫折や試練の後に希望が生まれることを明らかにした玄田先生が、希望学のこれまでと、
新プロジェクト「危機対応学」について語ります。

希望学

社会科学研究所教授

玄田有史
Yuji Genda

究所のうち、東洋文化研究所、史料編纂所と

並ぶ、文系研究所の一つである。

　社研は終戦翌年に設立され、今年度で70年

目となる。研究所は設立以来、 3つの目的を

掲げて活動している。「日本の現実だけでな

く諸外国の実情をも正確に把握し比較するこ

と」、「社会科学分野における学問的総合研究

を行うこと」、「理論と実際との結合を考え、

学問研究を国民生活の基底まで浸透させるこ

と」。そこに大学の役割に関する戦前・戦中の

反省があることは、いうまでもない。

　国民生活につながる学問として、社研では

「全所的プロジェクト」という総合研究を50

年以上続けている。社研は法学、政治学、経

済学、社会学の研究者から構成されるが、分

野の垣根を超え、生活の向上に役立つ研究を

目指してきた。3～ 5年をかけて取り組む全

所的プロジェクトでは「基本的人権」「戦後改

革」から始まり「転換期の福祉国家」「20世紀

システム」など、時代のニーズにあわせたテ

ーマが選ばれてきた。

　私自身、全所的プロジェクトとして深くか

かわってきたのが、2005年度からの「希望の

社会科学（希望学）」である。21世紀に入り、

「希望がない」という言葉をよく耳にするよう

になった。理由は何なのか。希望は、個人の

心の領域にあるが、同時に社会の有り様とも

かかわっているはず。どんな社会に希望は生

まれ、失われるかを考えるのが、希望学だ。

　希望にまつわる調査からは、健康、教育、仕

事などに恵まれた人ほど希望を持ちやすいこ

とがわかった。反対に、信頼できる友人や知

人が少ない人ほど、希望をもちにくいようだ。

調査を重ねるたび、日本では将来に希望を感

じる割合が減り続けている。他国と比べ「友

人が少ない」と感じる人々が多いという、日

本固有の「社会的孤立」の広がりが背景には

者が所属する社会科学研究所（通称

・社研）は東京大学の11ある附置研筆 ある。

　希望学では、大学を出て、多くの人と交わ

り、会話を重ねながら、希望の種を探すこと

を大切にしてきた。震災前から交流を続ける

岩手県釜石市の人々から学んだのは、挫折を

経験し、くぐり抜けるというプロセスから、

希望は生まれることだった。挫折や試練の経

験は幸福感を弱めるが、一方で希望を生み出

すきっかけにもなる。それは、日本、米国、英

国の比較からも共通する傾向だ。現在、日本

を含め、世界の各国が様々な試練のなかにあ

る。だが試練を乗り越えた先に希望があると

考えれば、少しだけ勇気が湧いてくる。

　社研では、今年度から「危機対応学」とい

う新しい全所的プロジェクトが始まった。社

研ホームページの危機対応学の欄には「どの

ような社会状況において、人は危機を意識し、

行動するのか。危機が迫っているという認識

が、人々の日常にいかに影響するのか。現代

社会を包む不安や焦りに立ち向かう術を危機

対応学によって、社会科学していきます。」と

ある。

　今や、将来に一切の危機のない世界を想定

するのは、難しい。むしろ、今後起こり得る

危機に際し、何とか対応出来るという見通し

や手応えの得られる社会に、希望は生まれる

はず。社研の危機対応学にご期待いただきた

い。

玄田先生の本
『希望のつくり方』

（岩波新書／2010年10月刊／820円＋税）

Answer: Answer:

2016年 7月、危機やリスクについて様々な討議を
行う国際会議（Developing Proposals for Risk 

Mitigation in the Asia-Pacific Region）に参加した
危機対応学プロジェクトメンバー。



政治も外交も実業も、歴史的な視点を欠いていては必ずどこかで間違います。歴史を役に立ててください。
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歴史研究の成果を
社会に還元する

史料を読み込み、流れをつかむ日本史学

山本先生は、豊臣政権から江戸初期の政治史の分野で、
膨大に残る史料を丁寧に読み込み、当時の時代像を復元する研究を続けてきました。
そして到ったのは、専門とする時代の見方を基軸に、
歴史全体を流れとしてつかむというアプローチ。
最近では、その成果を社会に広く還元する取り組みも精力的に行っています。

日本近世史

史料編纂所教授
情報学環教授（兼任）

山本博文
Hirofumi Yamamoto

たとえば私の専門分野は日本近世史ですが、

その中でも多くの専門に分かれます。私は、

豊臣政権から江戸時代初期の政治史を研究し

ています。研究は、対象とする時代の史料を

読むことで行います。豊臣政権の研究では、

豊臣秀吉が発給した朱印状、当時の大名が遣

り取りした書状など、膨大に残る史料を一点、

一点読み込み、それらの関係性を探っていき

ます。当時は、情報交換を書状で行いますの

で、読んでいるうちに秀吉や大名たちの考え

方や性格がだんだんわかってきます。これに

よって、当時の時代像を復元していくわけで

す。

　文書は、書かれている内容だけがすべてで

はありません。その形式や発給者、宛先など

も重要な情報ですし、残存していること自体

が一つの情報です。たとえば天正16年 6月に

発給された秀吉の朱印状に有名な「刀狩令」

があります。これは残存例を調べていくと原

本は十一通しか残っておらず、宛先はないの

ですが、残った所蔵先から考えて島津氏、立

花氏、加藤氏、小早川氏、高野山などに送ら

れています。もちろん失われたものもあるで

しょうが、それにしても限定的です。つまり

秀吉は、こんな重要な法令もすべての大名に

命じたわけではなかったのですが、大名家の

史料を調べていくと、刀狩令をもらっていな

い大名も刀狩を行っています。つまり、当時

の大名は、秀吉の奉行や他の大名から情報を

収集し、秀吉の意向を先回りして実施しよう

としていたのです。こうした考察から、豊臣

政権という権力の本質がわかってくるととも

史研究は、一般に考えられている以

上に、専門が細分化されています。歴

に、他の文書の解釈の仕方

を改める必要も出てくるわ

けです。

　私は、長年こうした研究

を行ってきましたが、やは

り専門の時代だけでなく、

日本の歴史全体を理解しな

いと本当の歴史解釈はでき

ないと感じるようになりま

した。一般の人には当たり

前のように聞こえると思い

ますが、それぞれの時代の

研究史の蓄積は膨大で、一

ベルのものであり、大人が読んでも多くの発

見があるまんがだと思っています。幸い多く

の読者の支持を得て、 1年間で累計200万部

を達成しました。また、全国の小学生に史跡

見学を行いながら歴史の授業を行う「角川ワ

人の研究者がそれを行うことは大変な努力が

必要なのです。ただやみくもにそれらの研究

を読むのではなく、自分が専門とする時代の

見方を基軸として他の時代の研究を批判的に

読めば、しだいに自分なりの歴史観が像を結

んできます。私は、これを『歴史をつかむ技

法』（新潮新書）という本で公表し、さらに最

近、日本通史である『流れをつかむ日本の歴

史』（KADOKAWA）を刊行しました。また、こ

うした歴史のエッセンスをできるだけ多くの

人に伝えるため、テレビやラジオの歴史番組

に出演し、また小学生向けの『角川まんが学

習シリーズ日本の歴史』の全巻監修も行いま

した。これは、内容的には大学の教養課程レ

山本先生の本
『流れをつかむ日本の歴史』

（KADOKAWA／2016年5月刊／1500円＋税）

Answer:

長野県長野市にある松代城の前で揃いのガッツポーズを決める「角川ワク
ワク歴史探検隊」一行（2016年 6月26日）。

豊臣秀吉の刀狩令（部分）。
史料編纂所所蔵の「御文
書　三十四通[義久]」（国
宝）より。

クワク歴史探検隊」の講

師を行っています。これ

からを担う小学生には、

歴史的な物の見方ができ

ることがたいへん重要な

ことだと思うからです。



外骨は34万枚に及ぶ絵葉書をテーマ別に編集し305

冊の本に仕上げました。ありふれた絵葉書が組み合
わせとタイトルづけで痛快無比な作品に大変身。編
集の妙、ここに極まれり。

西南戦争期、大接近した火星の中に西郷
がいたとの噂が流行したことを表す錦絵。

死後60日を経た男女不明の左手が井戸端
に。猟奇ネタは錦絵新聞の十八番。

米国に人体を船化する発明をした男がいて、仏国まで難なく航海で
きるらしい、と伝える錦絵新聞。よい子は真似をしないでください。
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東大文系部局コレクション
眺めるだけでも楽しめる

文系の研究科・学部や附置研究所が所蔵する膨大なアーカイブのなかから、
眺めるだけでも楽しめそうなものを選んで紹介します。

Web閲覧OKのものもたくさん

法学政治学研究科附属
近代日本法政史料センター
明治新聞雑誌文庫

『滑稽新聞』を筆頭に反骨魂と頓知に溢れる

出版物を量産してきた宮武外骨が、瀬木博尚

（博報堂創業者）の寄付金を元に創設した文庫。

大震災を経て蒐集保存の必要性を痛感した彼

は、全国を行脚して膨大な新聞雑誌を集め、

他に類のないコレクションを残しました。

明探（MEITAN）
　www.meitan.j.u-tokyo.ac.jp/

協力：（株）寿限無
　www.keiyou.jp

馬＋鹿＝？
宮武外骨絵葉書帖「相対語表」

井戸端サプライズだワン!
諸国日々新聞集 大阪 274号

「犬が人の腕をくわえて来る」
星になった西郷どん
東京絵入新聞677号「西郷星のうわさ」

自分の体を船にする男
錦画百事新聞11号「体に帆をかけて大西洋横断」

喜

衰 枯

臥 坐怒 盛 榮



永楽通宝は通常は銅ですが、
これは金。九州を平定した
際、秀吉が戦功のあった大
名に与えたとされています。

朝鮮での戦に際する島津義
弘への書状。毛利輝元、上
杉景勝、宇喜多秀家、前田
利家、徳川家康の花押が並
びます（二つ折りを開いた
形）。

「賤ヶ岳の七本槍」で知られた武将の肖像。原本は所在がわからないものの、
1905年に史料編纂所が模写したものが残ります。

「南無阿弥陀仏」の連記
が日課だったという晩年
の家康。「南無阿弥家康」
の文字も見えます。

但馬生野銀山（兵庫県）で
製造されたと推定される小
判型の銀貨。わずかしか現
存しない貴重なものです。

長さ15cmにも及ぶ迫力の大判金は全6種類を所蔵。極印
は五三桐、墨書と花押は彫金を担った後藤家によるもの。

小田原名物ういろうの
看板も見える絵巻は関
東大震災で焼失。姿を
偲ばせるのは模本のみ。
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経済学部資料室
古貨幣コレクション

　www.keiyou.jp

史料編纂所は明治維新までの歴史史料の総本山。貴重

な原本も多数ありますが、原本は所蔵者の手元に残す

べきだという姿勢から、様々な手法で原本の「写し」を

つくって蒐集してきた伝統を誇っています。撮影のほ

か、技術職員が原本を模写してつくる手法も健在です。

　wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/

日本、中国、朝鮮、ベトナムを中心に、総数12,473点

を有する国内有数の東洋古貨幣コレクションは、実業

家・藤井栄三郎氏の所蔵品を受け継いだもの。安田善

次郎（二代）氏の寄贈による約25,000点の「藩札」と

ともに、学術的に貴重な財産です。

Engel（古貨幣・古札画像データベース）
　www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000381kahei

元禄大判慶長大判天正大判

万延大判

天保大判

史料編纂所

失われた原画の代わりになる模本
福島正則画像

有名武将5人の
花押が勢揃い
豊臣氏五大老連署状

家康が繰り返し
唱えながら筆写？
伝徳川家康自筆日課念仏

大判金貨6種
フルコンプ

東海道絵巻物

秀吉が島津征伐の
褒美に
永楽通宝御紋金銭

現存するのはわずか
但馬壱両銀判　

享保大判



「横浜事件」で知られる細川嘉
六氏（元議員）の旧蔵書には当
時のソ連大使館刊行の書籍も。

中面に路線図を載せ、裏表紙に目的地まで
の所要時間を一覧できる楕円チャートを載
せた小冊子。スマホがない時代の乗換案内。
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労働行政関連の「糸井文庫」、満

州事変・日中戦争史料の「島田文

書」、「ドイツ労働総同盟旧蔵文書」、

「極東国際軍事裁判記録」、「フラン

ス二月革命コレクション」……。

社会科学研究所図書室では法学、

政治学、経済学、社会学の分野の

資料を数多く所蔵しています。

　library.iss.u-tokyo.ac.jp/collection/

情報学環

東洋文化研究所 社会科学研究所図書室

新聞研究所をルーツに持つ大学院情報学環の図書室では、瓦版や新

聞錦絵、新聞号外などのほか、戦時下でプロパガンダ用に刷られたポ

スター類も豊富に所蔵しています。外務省情報部が収集したとされ

る欧米諸国のものや日本陸軍による満州国関連のものが印象的です。

　www.lib.iii.u-tokyo.ac.jp/collection/collection.html

二頭蛇

螚蛭 馬腸

鯨

熊

和尚魚 如人

黒人屏翳

貴重資料・コレクション

アジア古籍電子図書館

東亜解放と
満州楽土を
訴える日本
第二次世界大戦期
日本軍関係ポスター

入隊と国債購入と
節約を訴えるアメリカ
第一次世界大戦期
プロパガンダ・ポスターコレクション

ヘンないきものが目白押し
明代図像資料三才図会データベース

昭和12年の移動時必携ツール
「大東京電車案内：電車自動車乗替早わかり」

版元はソ連大使館
「細川文庫」※Web閲覧不可

天狗

建設2周年を迎えて邁進
する満州国、アメリカ人
をやっつけて新フィリピ
ンを築こう、軍民の団結
のおかげで満州の楽園が
ある、日本は東洋を西洋
の支配から解放する、国
民党政権が逃げて満州国
はこんなに広がったんだ
ね姉ちゃん……必死です。

アジアの過去・現在・未来を総合

的に理解しようとする研究者のた

めの世界的拠点が東洋文化研究所。

東アジアから東南アジア、南アジ

ア、西アジアまで膨大な資料とデ

ータベースを備えます。その一つ、

アジア古籍電子図書館では、アラ

ビア語やサンスクリット語の写本、

漢籍のアーカイブが閲覧できます。

　imglib.ioc.u-tokyo.ac.jp/

1609年刊の明の絵入り百科全106巻が閲覧できます。
試しに鳥獣の部を見ると、和尚の顔がついた亀とか、
九尾ならぬ九頭の狐とか、見るからに妙な生物や、
名は普通でも現代とはだいぶ印象の違う生物が続々。
ポケモン図鑑に飽きた少年少女に好適です。

赤十字を支援して国民の
ために戦う兵士を守ろう、
息子が戦いに赴くなら父
親は国債を買おう、小麦
は兵士のために節約して
子供はオートミールを食
べよう、戦う女性兵士た
ちの列に入ろう、学校の
庭で野菜を育てて自給自
足をしよう……切実です。



人がつくった道具類を文と絵で
説明するジュニア向け辞典。昔
の子どもは武将の馬印の種類も
学んでおくべきだったようです。

インドに渡り貿易業で活躍した商
人・天竺徳兵衛の生涯を描いたお
話。ガマから飛び出す妖術の使い
手だったことが絵本番付でも瞭然。

版元は東都書林（大和屋喜兵衛）。
著者は又玄斎南可。秀吉の生涯
の主な出来事を見開きの彩色画
と総ルビの短文で描く三巻組絵
本です。「信長上洛軍議の図」
の頁はでんと構えた信長と横に
控える秀吉らとの体格差が露骨。

曽我物語は兄弟の仇討ち
を描く定番ものですが、
これは登場人物が全てネ
ズミの絵本番付。よくわ
からずとも気になります。
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東大は、「知の協創」を推進するため、理

系はもちろん文系の分野でも、様々な社

会連携の取り組みを続けています。

開かれた文系研究
主な社会連携プログラム

教育学部図書室

江戸後期～明治の教科書や教育関

係書を擁するのが、医学博士富士

川游氏の蔵書に由来する富士川文

庫。往来物、黄表紙、絵画、絵本、

教育、教訓、合巻、辞書、室町物語、

心学、地誌、伝記、読本、仏教、

遊戯、和歌、和算……という分類

からもいまとの違いが伝わります。

　rarebook.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gazo/

江戸時代の歌舞伎でポスターやチラシなどの

役割を担ったのが芝居番付です。各劇場の役

者の顔ぶれを年ごとに紹介する顔見世番付、

宣伝ポスターにあたる辻番付、配役を記す役

割番付、プログラムに近い絵本番付の4種類。

初心者には絵が多い絵本番付がおすすめです。

　www.l.u-tokyo.ac.jp/
digitalarchive/collection/

教養学部の前身の一つが第一高等

学校（一高）。駒場図書館は一高

由来の貴重な資料を多く引き継い

でいます。その一つが、教育に必

要な視覚教材を掛け軸にした教育

用掛図。地理、地鉱、解剖、歴史、

測量、化学、物理、唱歌、生物、

雑類に分類された「和軸物」のほか、

海外製の「洋軸物」も残っています。

　gazo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ichiko/kakezu/

駒場図書館（教養学部）

文学部図書室
芝居番付画像データベース

第一高等学校旧蔵資料
教育用掛図

富士川文庫

版元はソ連大使館
「細川文庫」※Web閲覧不可

昔のよい子向け図鑑
「道具字引圖解（初編）」

巨大すぎる信長
「太閤記画譜」

ガマの妖術で
飛び出す男

「天竺徳兵衛韓噺」

見ながら学ぶ外国語教材
ヘルツェル掛図「春」「秋」

登場するのは皆ネズミ
「猫いらず鼠曽我」

ウィーンの出版社ヘルツェル社製
の言語教育用掛図。直観的に外国
語が学べるようにという意図で展
開されていたシリーズの一つ。

東京大学公開講座
1953年に始まり、すでに123回もの歴史を数え
る公開講座です。その回のテーマに関わる先生
が全学から結集し、 3日間にわたる講義を行い
ます。最近テーマとなったのは「無駄」「心」「悪」
「変わる／変える」「想像力」「だます」「特異」な
ど。安田講堂が会場なのも人気の秘密です。

グレーター東大塾
先端専門性の高い課題に精通する教授を長に、
塾形式の講義を開講しています。過去に文系の
先生が塾長を務めたのは「飛躍するアフリカと
新たなる視座」「ロシアはどこに行くのか」「中
進国時代の中国を読み解く」など。9月には「イ
スラームとどう付き合うか」の題で開塾の予定。

東大EMP（エグゼクティブ・マネジメント・プログラム）
「教養・智慧」「マネジメント知識」「コミュニケ
ーション技能」講義などで構成される全20週
の社会人向けプログラム。講義では、宗教、哲
学、経済学、農学、創薬、生命科学、物質科学、
環境、宇宙、政治学、情報科学など、幅広い分
野の最先端の研究成果を提供しています。

東京大学法律相談所
1947年、五月祭で法律相談を行ったことを契
機に生まれたのが東京大学法律相談所。所員数
は約250人と法学部生の約3分の1が所属して
います。「学問的研鑽」と「地域社会への貢献」
を基本理念に、毎週木・土・日の無料法律相談、
五月祭での模擬裁判などの活動を続けています。

文学部公開講座
人文社会系研究科・文学部では、考古学実習施
設がある北海道北見市常呂町で2000年から公
開講座を開いてきました。2011年からは本郷
キャンパスでも開催しています。今年6月の講
座では「『忠臣蔵』と切腹」の題で古井戸秀夫教
授が登壇し腹切りと切腹の違いを解説しました。

市民後見人養成講座
市民後見人の養成のため、2009年に医学系研
究科にて始まり、2011年度からは政策ビジョ
ン研究センターにて開催。2016年度からは教
育学研究科生涯学習論研究室と一般社団法人地
域後見推進センターの共同研究に基づく「地域
後見推進プロジェクト」として展開しています。

高校生のための金曜特別講座
教養学部で金曜の夕方から行っている公開講座
（2002年開始）。高校生が中心ですがそれ以外
の人も参加OK。事前登録不要で参加費も無料
なので参加しやすいプログラムです。遠方の高
校生のためにマルチメディア会議システムを使
って双方向配信を行っているのも特長です。



月並みですが実感を持って言えるのは、「ゲーテなしでも人は生きていけるが、ゲーテを知れば人生は彩り豊かになる」。
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「フランクフルト・アム・マインのゲーテ生家」（ただし大戦中爆撃
により崩壊したのを再建・筆者撮影）。博物館が併設されている。

兎を何羽も追いかけて
文学作品から測地学、医学標本まで

一般には文豪というイメージが強いゲーテですが、実は、官僚、そして自然研究者の貌も持っていました。
「独文学」という既成の学問領域を飛び越え、ゲーテが関わったさまざまな分野を踏破してきたのが、
ここに登場の石原先生。長い時間をかけて醸成してきたゲーテ研究の一端を覗いてみましょう。

通称「マールブルクのヴィーナス」。ゲー
テ時代に製作された泌尿器部分のレリー
フ状蝋製標本（推定1805年、W.F.ハーゼ
ルマイヤー作）。マールブルク大学解剖学
博物館所蔵コレクション・同館の許可によ
り掲載・転載不可。これが20世紀の皮膚科
ムラージュにつながっていく（日本のムラ
ージュについては現在、成果公表準備中）。

ゲーテ研究

総合文化研究科准教授

石原あえか
Aeka Ishihara

るのが私の研究スタイルです。むしろ親兎を

追いかけるうちに子兎も増えて、道連れにな

ったというべきかもしれません。この「厄介

な親兎」の名はヨーハン・ヴォルフガング・

フォン・ゲーテ（1749-1832）、兎ではなく狼
ヴォルフ

を名前に持つドイツ詩人です。

　今年の6月、ザクセン州都ドレスデンのド

イツ衛生博物館で日独医学交流に関する講演

を行いました。副題は「1911年の国際衛生博

覧会とムラージュ製作技術」。たっぷり1時間、

ドイツ語で近代皮膚科の発展に不可欠だった

蠟
ム ラ ー ジ ュ

製模型標本について語り、活発な質疑応答

が続きました。翌々日に届いた学芸員からの

お礼状に「何より面白かったのは、貴女をム

ラージュの研究に駆り立てた《元凶》が、ゲ

ーテだったことです」とありました。実は事

前に「なぜゲーテの専門家が日独医学交流、

兎を追う者、一兎をも得ず。この諺

に反して、常時数羽の兎を追いかけ二

それもムラージュの研究をしてい

るのか」という問い合わせがあっ

たとか。講演を聞いた方はご存知

ですが、私の研究の軸足は、変わ

らず「ゲーテ」にあります。

　ゲーテの小説『親和力』に登場

する、測量を生
なりわい

業とする陸軍大尉

を起点にゲーテ時代の近代測地学

（および明治期日本への影響）に注

目したり、後期長編小説『ヴィル

ヘルム・マイスターの遍歴時代』

に言及されている皮膚科・性病科

の黎明期の姿と医学標本をきっか

けに4～5年前から日本全国の伝

統ある医学部を訪ねて調査兼撮影

を続けたりしていると、「独文学」

という枠は窮屈すぎて、誤解を招

きこそすれ、実情に相応しくあり

ません。でも「ゲーテ研究者」と

いう肩書なら、逆に既成の学問領

域を軽々と飛び越え、なんでもで

きる。こんなに私がいろいろな分

野に手を染められるのも、詩人だ

どれも10年くらいの歳月を要します。ゲーテ

が愛したワインのように、高品質の材料を探

しあて、時間と手間をかけて大事に仕込み、

醸造させていく手法は昔気質で、決してスマ

ートではありません。子兎も増える一方で大

変ですが、多産な親兎ゲーテ（何しろ『ヴァ

イマル版ゲーテ全集』だけで計140巻を超え

ます !）も悲劇『ファウスト』の完成にはそ

の長い生涯を費やしたので、私も腰を据えて

石原先生の本
『近代測量史への旅 ゲーテ時代の自然景観図から

明治日本の三角測量まで』
（法政大学出版局／2015年9月刊　3800円＋税）

Answer: Answer:

けでなく、高級官僚かつ自然研究者という3

つの貌を持つゲーテゆえのことです。

　この5月から、ゲーテが生まれたマイン河

畔の金融都市フランクフルトを拠点に3か月

間、ドイツで研究滞在をしています。「詩人を

理解したければ、詩人の国に行け」（『西東詩

集』）。研究対象のゲーテがそう言うからには、

私もできる限り、彼が足を運んだところに行

くことにしています。成人後のゲーテが亡く

なるまで活躍したヴァイマルは私にとっても

通いなれた町、すでに第二の故郷ですが、幼

年時代を送ったフランクフルトはあまり知ら

なかったので、近郊も含め、この機会に関連

がある場所を踏破すべく、ゲーテハウス（ゲ

ーテの実家）での仕事の合間に、地図を片手

に歩き回っています。

　自分の五感をフルに使い、さらに一次文献

を駆使する私の研究は、着想から資料収集・

分析や調査旅行を経て形（＝本）になるまで、

追跡を続けます。



役に立つことを目指して研究してはいませんが、結果的に英語の何たるかが理解でき、英語教育改善に貢献できると考えます。
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美術行政家・思想家。“Are you Chinese, or Japanese,

or Javanese?”と冷やかしてきた米国人に“Are you 

a Yankee, or a donkey, or a monkey?”と返した逸
話は有名。

現代の英学
日本の英語教育・研究の鍵を探す

「英学」と聞くと、明治期の古いイメージが思い浮かぶかもしれませんが、
「斎藤英学塾」の主宰が取り組んでいるのは、現代における新しい英学です。
英語狂騒曲が鳴り響く闇の中で英語教育改善の鍵を探す決意とその現状を、
主宰の直筆イラストつきで語っていただきましょう。

教育家・農政学者。一高校長、東京帝大法科大学教
授を務めるなど、東大とも縁が深い。Bushido, the 

Soul of Japanは日本人の手になる英文名著の一つ。

とは本郷か駒場のキャンパスで過ごしてきま

した。勤務部局も文、教養、教育の三つにわ

たります。さぞかし節操のない研究をしてい

るのだろうと思われるかもしれませんが、文

学部で英語・英文学を研究し、教養学部で英

語を教え、教育学部／教育学研究科で英語の

教え方を教え、研究していると言えば納得し

て頂けるでしょうか。

　私の本来の専門は、英語文体論という、主

に文学的なテクストにおいて英語がどのよう

に用いられているかを研究する学問です。文

体論（stylistics）という学問自体は、専門分

生として本学に入学してから早40年、

5年だけ他大に勤務しましたが、あ学 化した言語・文学研究をつなぎとめる求心力

として成立したこともあって学際的な性質を

持っており、発話を分析の対象とすることも

ありますから、その守備範囲は言語に関する

すべての事象と言うこともできます。文体論

というと何か特殊な学問のようにも聞こえる

ので、私は自分の専門を「英学」として紹介

することもあります。明治の実学ではなく、

English studiesとしての広がりを持った学問

のことです。

　英語を専門とする人間の目には、現在の日

本における英語推進論は、何とも不健全な英

語狂騒に見えます。いくら小学校の外国語（実

質的に英語）活動を必修化・教科化しても、

るのはあくまで基礎の基礎であり、あとはそ

れぞれの学習者が自分に合った学習をするし

かないのです。

　私一人がそう叫んだところで焼け石に水で

すが、有難いことに、志を同じくする研究者

や指導学生が少しずつ増えてきました。上記

の英学を守備範囲とする研究会も昨年10周

年を迎え、それを記念して出版した『英語へ

のまなざし――斎藤英学塾10周年記念論集』

（ひつじ書房、2016）には、自画自賛をお許

しいただければ、日本の英語教育・研究改善

の鍵がたくさん隠れています。若い同志たち

の論考を読みながら、私はその鍵をもれなく

見つけ出し、英語狂騒曲の響く暗闇の中にほ

教育学研究科教授

斎藤兆史
Saito Yoshifumi 

斎藤先生の本（監修）

『英語へのまなざし』
（ひつじ書房／2016年5月刊　6000円＋税）

Answer:

上質の英語が操れる教員がいなければ、児童

は英語など身につけようもありません。中高

の授業時間中、いくら中途半端な英語でやり

取りしていても、生徒の中に文法や読解の基

礎が定着しません。また、日本の大学を英語

化すればするほど、それは「グローバル化」

するどころか、教育・研究の効率を失い、英

米の大学に絶対に勝てない二流、三流の大学

に成り下がります。広報活動において外国語

で発信することは大事ですが、授業から何か

ら英語で行えばいいというものではありませ

ん。どうも昨今の英語教育政策は、学校教育

のせいで日本人が英語習得に失敗してきたと

いう誤解に基づいて、試行錯誤的に実施され

ているようです。

　私は、「失敗仮説」に基づく日本の英語教育

政策に対して疑問を抱き、逆に日本人として

高度な英語力を身につけた英語学習成功者た

ちの学習法を調べたことがあります（『英語達

人列伝』中央公論新社、2000）。そこで明ら

かになったことは、新渡戸稲造や岡倉天心を

はじめ、英語を用いて国際的に活躍するよう

な偉人たちは、皆とてつもない努力をしてい

るということでした。学校英語教育で与えう

のかな光に縁取られて浮

かび上がるいくつもの扉

を開けていきたいと思っ

ています。

岡倉天心

新渡戸稲造

英語教育



他に地域の産業振興や現場改善指導、中小企業主の意識改革などやっています。海外の国際機関や企業からの助言依頼も多数来ます。
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現場の社会科学と
「ものづくり経営研究センター」

地域や産業の安定・強化に役立つ経営学

四半世紀にわたって藤本先生が展開してきたのは、工場や開発拠点などの生産現場を起点とする
「ものづくり経営学」。必要な仮説の構築を試みた前半戦を経て、2005年以降は様々な場で
仮説の実証実験を続けています。地域や産業の安定と強化に結びつく
「現場の実証社会科学」の確かな手ごたえを感じてください。

ものづくり経営学

ラリーマンでしたが、後半は縁あって米ハー

バード大学の博士課程で技術・生産管理論を

学びました。1990年に帰国して東大経済学部

の教員となり、四半世紀を超えました。学部で

は「経営管理」が担当でしたが、実際には工

場や開発拠点など、いわゆる現場を起点とす

るものづくり経営学を学部や大学院の学生に

教えています。

　私の東大教員時代は、ポスト冷戦期、つま

り国内の多くの産業現場が、中国の現場の賃

金の20倍、つまり20倍のハンデを背負う大逆

境に陥ってから、なんとかそこを切り抜ける

までの四半世紀と重なります。その前半の

2005年ぐらいまでは、現場発の「ものづくり

経営学」の概念や仮説の構築を試みた時代で

あり、後半の2005年以降は、その実証実験を

行った時代だったと考えます。

　まず前半の仮説構築のフェーズでは、「現場

とは付加価値が流れる場所である」「付加価値

は設計情報に宿る」「生産とは設計情報の転写

である」「ものづくりとは市場に至る『良い設

計の良い流れ』を作ることである」「ものづく

は、東大経済学部を出て、1980年代

前半は民間企業で現場調査をするサ私 　社会科学の実験は地域や社会が相手なので

時間がかかりますが、コンソーシアムには現

在約30の有力企業が参加し、毎月の例会で情

報共有して増勢にあります。インストラクタ

ースクールも産業現場のベテラン出身の修了

者が百人を超えました。また東大スクールと

連携する地域スクールも政府や自治体の支援

を受けて全国で十数の自治体に広がっていま

す。長い時間がかかり、いろいろ失敗もしまし

たが、こうした実証実験を通じて、ものづくり

経営学は、地域や産業の安定・強化の役に立

っているとの手ごたえを持ちつつあります。

　ちなみに「ものづくり経営研究センター」は、

現在は政府や大学の資金に頼らず、数千万円

の年間予算のほぼ全体を産業界からの事業収

り組織能力とは良い流れを制御する多数のル

ーチンの束である」「ものづくり組織能力は創

発的に進化する」「設計とは人工物の機能と構

造の関係に関する情報を指す」「設計知識の具

体的側面を固有技術、抽象的側面をアーキテ

クチャと言う」「機能要件や制約条件によりア

ーキテクチャも進化する」「日本の現場は進化

の結果、調整能力が高く、それは調整集約的

な擦り合わせアーキテクチャの製品で比較優

位を持つ」「製品差異化とグローバル化が並行

する21世紀の貿易現象は『設計の比較優位説』

を必要とする」といった、ものづくりの経営学

や進化経済学が必要とする概念や仮説を作り

ました。

　後半の実証実験フェーズでは、お国の予算

もいただいて「ものづくり経営研究センター

（MMRC）」を東大内に設立し、①ものづくり

知識が業種を超えて共有可能であること（も

のづくり経営コンソーシアム）、②現場の流れ

改善を行う「ものづくりインストラクター」の

育成が地域の産業競争力の底上げに繋がるこ

と（ものづくりインストラクター養成スクー

ル）という2つの仮説に関して実証実験を行っ

てきました。

藤本先生の本
『現場主義の競争戦略　次代への日本産業論』
（新潮新書／2013年12月刊／720円＋税）

Answer: Answer:

入で賄っており、この組織、

およびその背景にある現場

の実証社会科学が、多少な

りとも世の役に立っている

証左ではないかと考えます。

プラトンは個物とは別に存在するイデアを、アリスト
テレスは個物と別には存在しない形相を本質的なもの
と見た。天を指す前者と地を指す後者の絵は象徴的だ。

単純に組み合わせればいいだけの前者と違い、後者で
は複数の機能と構造を綿密に擦り合わせて統合する必
要がある。日本の強みはこの分野でこそ発揮される。

経済学研究科教授

藤本隆宏
Takahiro Fujimoto

モノよりむしろ設計に着目し、そこに価値を見いだす
のが「ものづくり経営学」。付加価値の主たる源泉は
設計情報にあり媒体はそれを伝える器であると考える。

付加価値は設計情報に宿る モジュラー（組み合わせ）型アーキテクチャと
インテグラル（擦り合わせ）型アーキテクチャ製品とは設計情報が媒体＝素材に転写されたものである

モジュラー型

インテグラル型

パソコンのシステム

機能
計算
印刷
投影

構造
パソコン
プリンター
プロジェクター

乗用車

機能
走行安定性

乗り心地
燃費

構造
サスペンション
ボディ
エンジン

製品設計
情報

媒体（メディア）＝素材

プラトンとアリストテレス

個物（現物）＝形相（設計情報）＋質料（媒体）
ラファエル作「アテナイの学堂」より

製品＝情報＋媒体



はい。たとえばイスラームを標榜する過激組織の主張や行動の理解にも、現代イスラームに関する一定の知識が必要になるはずです。
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「わからない」からの
脱却をめざして

誰がどのようにイスラームの論理を生んできたのか

ムスリムならではの知識や論理を研究するイスラーム学のなかで、後藤先生が
取り組むのは、遠い昔ではない現代の状況です。ここで例示されるのは、
1970年代以降のエジプトで起こった、女性がヴェールをまとうべきかという
興味深い議論とその背景。多様で複雑な異文化の理解に、一筋の光明を投げかけます。

現代イスラーム学

私は自分の研究を「現代イスラーム学」と呼

んでいますが、イスラーム学とは、イスラー

ムやムスリム（イスラーム教徒）に特有とさ

れる知識や論理を究明する学際的な学問分野

です。その中で従来扱われてきたのは、主に

前近代の事例でした。しかし近年、イスラー

ムやムスリムに関連するとされる事件や出来

事が注目される中、近現代の状況も同様の手

法で明らかにしようとする新しい取り組みが

始まっています。私の研究もその流れに位置

づけられます。

　これまで具体的に行ってきたのは、1970年

代以降のエジプトで、誰が、何を根拠に、ど

のような論理や媒体を使って、イスラームに

関する知識を生み出してきたのかを見ていく

という作業です。イスラームに関する知識の

創出は、長らく伝統的な宗教教育を受けた

知
ウ ラ マ ー

識人の役割でしたが、19世紀以降、西洋近

代的な法体系や教育制度が導入されたことか

ら、それ以外の人々もその役割を担うように

今、「イスラームはよくわからない」

という声を、しばしば耳にします。昨

なりました。20世紀後半になると、教育の普

及やマスメディアの発達を受けて、さらに多

くの人が、それぞれの言葉でイスラームを語

るようになりました。

　一つ例を挙げてみたいと思います。1970年

代のエジプトで、（当時都市部の女性の多く

は洋装で頭髪を覆っていませんでしたが）

「ムスリム女性はヴェールをまとうべきか」

という議論が沸き起こりました。そこに加わ

ったのは、知
ウ ラ マ ー

識人の他に、世俗教育を受けた

男女の著述家、男性説教師、法律家や裁判官、

あるいは、芸能人女性といった多種多様な

人々でした。

　たとえば、ある女性著述家は小冊子の中で

こう説きました。「女性の社会参加が進み、学

校や職場、公共交通機関などで男女が接触す

る機会が増えている現代にこそ、女性は自ら

の身を守り、社会の秩序を保持するために、

神の言葉に従い、顔と両手をのぞく身体部位

を覆わなければならない」。こうした意見に

対して、ある法律家は聖典クルアーンや古典

宗教書を引きながら強く反論しました。「ヴ

ェール着用はイスラームの義務ではない！」。

また、ヴェールをまとうことはムスリム女性

の義務に他ならず、女性たちは顔や手を含む

全身を覆わなければならないと主張する説教

師もいました。

　1980年代以降、エジプトでは女優や歌手、

ベリーダンサーらが次々と「悔悛」し、ヴェ

ールをまとい始めるという現象が話題になり

後藤先生の本
『神のためにまとうヴェール

――現代エジプトの女性とイスラーム』
（中央公論新社／2014年 7月刊 3700円＋税）

Answer:

9世紀の学者ムスリムの『真正集』の一部。〈睡
眠中に私を見た者は実際に私を見たのである〉
という預言者の言葉が収録されている。預言者
が登場する夢は、神が見せる「真なる夢」であ
るという考え方がここから発展した。

悔悛してヴェールをまとい
始めた芸能人女性たちの証
言（とされるもの）を集め
た冊子類。

日本・アジアに関する教育研究ネットワーク特任准教授
東洋文化研究所准教授（兼任）

後藤絵美
Emi Goto

ました。2000年にヴェール着用を決意したあ

る女優は、そのきっかけが「天国に行って預

言者との面会に呼ばれる夢を見たこと」だっ

たと語りました。「この夢は、私に向けられた

神のお告げでした。夢の直後に、私はヴェー

ルをまとい、神に悔悛を受け入れてくれるよ

うお願いしました」。

　イスラームの語り手が多様化し、その数が

増えるにつれて、生み出される知識や論理の

ヴァリエーションも増えました。そして、そ

の中では、現代的な典拠や論理と、古典的な

典拠や論理がともに用いられ、入り混じって

現れてきます。知識を取り巻くこうした複雑

な状況が、イスラームをより一層「わからな

い」ものにしているようにも思われます。

　「現代イスラーム学」への私の取り組みはま

だ始まったばかりで、今はパズルの絵の一部

がようやく見えてきたという段階です。いつ

の日かイスラームが「わかる」ものになるよ

う、今後も地道にピースを探していきたいと

思っています。

モジュラー（組み合わせ）型アーキテクチャと
インテグラル（擦り合わせ）型アーキテクチャ



役に立つかどうか、特に気にしません。しかし最終的には学者のみならず一般の人の興味を引く研究をしたいと思います。読者を考えさせれば、
どこかで役に立つこともあるかもしれません。
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作曲家と作品を中心とする「音楽史」と
近代アジアの西洋音楽受容史
音楽を愛し、奏でながら、音楽学、比較音楽論を専門に研究しているのがゴチェフスキ先生です。
作曲家と作品を軸としない音楽史とは？ 「美的現在性」とは？ 西洋音楽文化とアジアの関係とは？
そして「君が代」に関わったドイツ人音楽家の役割とは？
自身も「文化の架け橋」と言えそうな先生がその答を奏でます。

かぶ人が多いでしょう。もちろん作曲家以外

の人物や組織等も、たとえば楽器製造者、脚

本家、編曲者、指揮者、演奏者、歌手、楽譜

出版社、録音技師、評論家、研究者、音楽教

師と生徒、愛好家、聴衆、放送局、雑誌、専

門店、音楽を利用する演劇や映画、宗教団体

や政治運動、コマーシャルやBGM、または音

楽活動の枠組みを提供している団体や施設、

法律や制度、支援や宣伝活動なども、作曲家

の創作条件を左右するものとして音楽史に登

場します。

　作曲家と作品を軸とする音楽史記述は主に

19世紀に発展し、その時代の社会制度や価値

観と近代西洋芸術音楽文化（いわゆる「クラ

シック音楽」）の特殊なあり方を深く反映して

います。従ってこのような「音楽史」は全て

の音楽ジャンルを扱うものでもなくクラシッ

ク音楽そのものを歴史的に位置付けるもので

もなく、クラシック音楽分野内の変化を説明

するにすぎないと言えます。作曲家を英雄と

楽史と言えば「ベートーヴェン」の

ような作曲家名とその作品が思い浮音 し、作品をモニュメントとして崇拝

する態度は確かに19世紀のヨーロッ

パ中心主義を感じさせます。しかし

今日でも、クラシック音楽関連の職

業に従事している専門家の数とその

社会的評価の高さ、そしてその世界

で作曲家名と作品名が果たしている

役割を考えれば、作曲家と作品を歴

史的に語ることは決して時代遅れの

行為ではありません。

　しかし21世紀の音楽史記述では、

作曲家と作品の位置を19世紀的な英

雄思想からではなく、今日の立場か

ら定めなければならないでしょう。

クラシック音楽の作品は（一般の歴

史で扱われている多くの「歴史的事

実」と違って）発生した地域や時代

の「証拠物」としてではなく、その

地域と時代を越えて鑑賞される所か

ら歴史性を獲得します。作曲家も過

の音楽指導者エッケルト̶̶プロイセンの

山奥から東京・ソウルへ」という駒場博物館

の特別展で、フランツ・エッケルト没後100

周年を記念に、西洋音楽をアジアに伝えた一

人のドイツ人を取り上げました。エッケルト

の名前が今日まで日本人の記憶に残っている

主な理由は、彼が「君が代」の創作に関わっ

たからです。しかし、音楽史において彼が果

たした役割を考えれば、エッケルトが「文化

の架け橋」として日本の西洋音楽受容を方向

付けた事実は、創作よりも重要なことだと思

Answer:

去の人物でありながら現在の聴衆と対話して

いると言えます。これは「作品の美的現在性」

とも呼ばれます。美的現在性があってこそ音

楽作品は歴史的な意味を持ちます。

　重要な作品を生まなかった時代でも、従来

の作品の美的現在性に新しい可能性をもたら

したのであれば、音楽史においては重要な時

代と見なされる場合があります。日本の明治

期はそういう時代です。明治期を西洋音楽史

に位置付けるためには無理やり中途半端な作

品を引っ張り出す必要はありません。明治期

は西洋音楽文化がアジアに広がる歴史過程に

おいて非常に大きな役割を果たしました。そ

れはなぜ、だれによって、どのように起こり、

以後のアジアの音楽文化にどのような影響を

与えたか、本研究室では様々な方法で研究し

ています。

　今年は本研究室の事業として「近代アジア

音楽学

ゴチェフスキ先生の本（共著）
『仰げば尊し 幻の原曲発見と『小学唱歌集』全軌跡』

（東京堂出版／2015年 2月刊／3500円＋税）

明治21年（1888年）に出版されたフランツ・エッケルト編
曲の『君が代』（吹奏楽用）スコア表紙（谷村政次郎氏私蔵）。

2016年 3月～ 6月に行われたフランツ・
エッケルト没後100周年記念特別展「近代
アジアの音楽指導者エッケルト　プロイセ
ンの山奥から東京・ソウルへ」のポスター。

Answer:

われます。詳しくは以下

のリンクで見て頂ければ

幸いです。

http://museum.c.u-tokyo

.ac.jp/images/eckert0528

.pdf

総合文化研究科教授

ヘルマン・ゴチェフスキ
Hermann Gottschewski



役に立ちますが、自己理解が進むと価値観も変化します。研究前の価値観のもとでみたときには役に立ったとは言えない帰結となることもあります。
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TD群

ASD群

から与えられた性別に違和感を覚える人もい

る。ストレスの多い環境で幼少期を過ごした

人もいれば、人生のある時期で異なる文化圏

に移住した人もいる。心身の特徴も、育った

環境も異なる人々が、尊重し合って社会を営

んでいくことは決して簡単ではない。しばし

ば、違いを過大評価して排除したり、違いを

過小評価して過剰適応を強いてしまったりす

る。

　実際、道具、制度、慣習などの面で、社会

は平均的な心身の特徴を持つ人々に合わせて

デザインされている。したがって平均から大

きく異なる特徴を持った障がい者は暮らしに

くさを感じることになる。医療による回復へ

の期待が高かった1970年代までは、障がい者

の心身を平均に近づけることで解決しようと

いう「医学モデル」の考えが主流だった。し

かし、心身の可変性に限界があることがはっ

会には多くの人が住んでいる。筆者

のように歩けない人もいれば、周り社 きりしてきた1980年以降、社会のほうを変え

ようという「社会モデル」が主流になった。医

学モデル一色の時代、労多くして益少ないリ

ハビリに多大なコストを払ってきた筆者にと

って、社会モデルの考え方は、まさに「生き

延びるための思想」だった。

　しかし問題は残る。平均的でない心身の特

徴には、車いすに乗っているなど見えやすい

ものと、精神障がいや発達障がいのように見

えにくいものがある。見えにくい障がいは、他

人だけでなく自分からも見えにくい。その結

果、理由のわからないまま、周囲と同じように

できない自分を努力不足なのだろうかと責め

続ける人も珍しくない。こうした状況では、社

がよくわからない」から出発する。そして、類

似した苦労を抱え、見守ってくれる仲間と一

緒に、自分について仮説を立て、日常生活の

中で実験的に検証していく。その過程で、苦

労やニーズを表現する「言葉」、苦労の規則性

を説明・予測する「理論」、苦労とうまくつき

あう「対処法」が蓄積されていく。苦労の解

釈や解決を専門家に丸投げする単なるユーザ

ーではなく、研究者として引き受けること自

体が、生きやすさにつながることもある（図1）。

　当事者研究は、当事者と専門家、経験知と

専門知の関係を組み替える可能性も秘めてい

る。当事者研究の中で生み出された概念や理

論は、専門知に新たな仮説や記述系として採

用され、検証されるだろう（図2）。そして当事

者は、自分の見えにくい特徴を可視化する資

源として専門知を貪欲に吸収するだろう。当

事者と専門家双方が互いの知に敬意を払い、

共同することは、学知への信頼を取り戻すこ

とにも役立つはずだ。幼少期を医療ユーザー

として過ごし、その後医学を学んだ筆者にと

って、当事者研究は2つの世界をつなぐ可能

性を秘めていると感じている。

先端科学技術研究センター准教授

熊谷晋一郎
Shin-ichiro Kumagaya

熊谷先生の本
『リハビリの夜』

（医学書院／2009年12月刊／2000円＋税）

Answer:

会のどの部分をどう変えたら生きやすくなる

のか見当がつかない。当事者は、必ずしも自

分のニーズを知っているわけではないのだ。

　そのような中で生まれたのが当事者研究で

ある。当事者研究は、2001年に北海道浦河町

にある「浦河べてるの家」で誕生した自助の

技法で、その後全国に広まった。「自分のこと

は自分が一番よく知っている」と主張する当事

者運動に対し、当事者研究では、「自分のこと

当事者研究
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30 5020 40 60
把握可能感

当事者研究からの仮説

図2 当事者研究からの仮説が
既存の学術によって検証された例

実験心理学により検証

親しい顔はパーツの寄せ集め（綾屋、2013）

TD群

正立顔

正立顔

倒立顔

倒立顔

TD
正立顔

TD
倒立顔

ASD
正立顔

ASD
倒立顔

TD：定型発達者
ASD：自閉スペクトラム症者
正立顔：通常の顔
倒立顔：上下逆の顔

何回も顔を見たときの
スキャン順序の類似性
（Similarity index）

ASD群
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0.02
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当事者研究への招待
自分自身を対象にした新しい科学

文学の世界では、自己と向き合う作品が数多く見られます。
私小説や自伝小説はすでに長い歴史を持っています。
では、科学の世界では？ 自己を対象とする科学というのはあるのでしょうか。
そんな疑問への答となるのが、熊谷先生が取り組むこの研究。
まだ聞き慣れない名ですが、ぜひ知っておくことをお勧めします。

自分の身に起きていることの規則性を把握でき
るようになるほど、反芻傾向（取り返しのつか
ない過去の出来事をくよくよと思い悩む傾向）
が低くなる。

顔を見るときに、部分の寄せ集めとして見てしまう
という自閉スペクトラム症の当事者研究をもとにデ
ザインした心理実験で、部分でみる特徴の背後に顔
をスキャンするときの順序のランダムさがある可能
性を報告した（図はスキャンパターンを人数で平均
したもの。ランダムなほど線が細い）。

図1 把握可能感と反芻傾向
（熊谷, 2016）

顔を見る順番がランダム
（加藤・熊谷、2014）

反
芻
傾
向
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文・法・経、伝説の巨人たち
総長が式辞で言及した先達3人の功績とは

140年の歴史を彩る

橋本進吉 梅 謙次郎
　日本語がどのような言語か、また、ど

のような過程を経て、現在のような姿に

なったのかを知ることは、我々にとって、

大きな意味を持っているでしょう。これ

らの問題を解明しようとした先人の一人

が橋本進吉です。

　橋本は明治15年（1882）福井県敦賀に

生まれました。生家は代々医者でした。

第三高等学校を経て東京帝国大学に進み、

文科大学（後の文学部）言語学科を明治

39年に卒業しました。卒業時には恩賜の

銀時計を授けられた由です。

　橋本の業績の第一は日本語音韻史の解

明です。橋本は奈良時代の文献の万葉仮

名を調べているうちに、あることに気づ

きました。たとえば「子」の「こ」は

「古」や「故」などの文字で書かれるのに、

「事」の「こ」は「己」や「許」で記され、

互いに入れ替わることがないのです。橋

本はこれら2つの「こ」は当時は発音が

異なり、検討の結果、母音が互いに異な

ると考えました。同様の現象は「き」や

「け」にもあり、これを総合すると、当時

の日本語には見かけ上母音が8個あった

ことになります。それが実質的にどのよ

うな違いなのか、現在も様々な見解が行

われていますが、8個あったように書き

分けられていることは確かです。

　第二の業績は日本語文法に関するもの

です。日本語の文法を研究する学者は明

治以前から多数いましたが、橋本の学説

の特徴は「文節」という単位を立てて日

本語のセンテンスを分析するところにあ

り、実は皆さんが中学校以来習った口語

文法や文語文法は多くの場合、橋本の学

説に基づいているのです。

 　橋本は明治42年（1909）から昭和18

年（1943）まで文学部国語研究室に助手、

助教授、教授として勤務しました。その

間には大正12年の関東大震災があり、同

研究室は蔵書の70％を火災により失い

ましたが、橋本は焼け残った書物を基礎

に膨大なコレクションを再構築しました。

その際彼が火災の中から取り出したかと

思われる明治以来の図書原簿が今なお研

究室に保存されています。

人文社会系研究科教授

月本雅幸
Masayuki Tsukimoto

日本語音韻史を解明した
国語学の巨星

日韓の法典編纂に
取り組んだ「民法の父」

橋本先生が手がけた国語
教科書『新文典』は、戦
後の国語教育のベースと
なりました。写真は国語
教師用の指導書『新文典
別記　上級用』（冨山房／
1935 年刊）。

（1882-1945） （1860-1910）

　世界の「一等国」へと背伸びし続けた

明治日本、その国家的期待を背負い国境

を越えて活躍した法学者が、梅謙次郎で

す。1860年（万延元年）松江藩藩医の家

に生まれた梅は、司法省法学校（東京大

学法学部の前身の一つ）でフランス法の

基礎を学び1884年（明治17年）に首席で

卒業、政府からフランス・リヨン大学へ

の留学を命ぜられます。リヨンでの 4年

間の勉学の成果は、古代ローマ法からフ

ランス民法典に至る「和解契約」につい

て縦横に論じた博士論文『和解論』へと

結実します。『和解論』はリヨン大学から

最優秀賞を授与されるのみならず、フラ

ンスやドイツの代表的な民法の教科書に

もその学説が引用されるなど、Oumé 

Kendjirõの名前はヨーロッパの法学界に

知れ渡ります。

　1890年（明治23年）に帰国した梅はた

だちに帝国大学法科大学教授に任ぜられ、

民法講座を担当します。フランス人法学

者ボワソナードの起草した民法典の施行

をめぐる「民法典論争」では施行断行派

に与しましたが、施行延期に決するや同

じく帝大教授の穂積陳重、富井政章と共

に法典調査会民法起草委員に任ぜられ、

新たな民法典の編纂に取り組みます。彼

らの起草した新たな民法典は1898年（明

治31年）に施行されますが、その条文の
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いまの東大の舵を取る五神真総長は、卒業式や入学式といった重要な式典の式辞のなかで、
先達研究者の存在を繰り返し伝え、蓄積してきた知を継承・発展させることの重要さを強調してきました。
ここでは、そのなかから文系の三巨人を選び、後輩にあたる現役の研究者に、
大先輩たちの偉大な功績を語ってもらいました。

宇沢弘文
　宇沢弘文先生は経済学の巨人であり永

遠の存在です。宇沢先生は、数理経済学

黎明期に膨大な学術貢献をされ、世界の

経済学界のスターになり、スタンフォー

ド大学やシカゴ大学を歴任されました。

マクロ経済動学における業績はノーベル

賞に値します。

　しかし宇沢先生は、脂の乗り切った

1968年、東京大学に戻られます。すると

一変して、数理経済学を強烈に批判する

姿勢に転じました。このことが、宇沢先

生を「永遠」たらしめる所以になります。

　数理経済学はこのままではだめだ。経

済を記述するモデルが1つしかない。そ

れは、社会の条件を無視して経済効率を

追い求める、非人間的な市場原理だ。こ

れでは、経済の本質を社会科学的に問い、

ふさわしい分析を開発していく、科学的

アプローチをとれない。

　宇沢先生は、このことを「経済学の危

機」だと我々に突き付けたのです。私は、

宇沢先生が、「アメリカ政府の要請で、多

くの経済学者が、ベトナム人を殺すのに

必要な費用便益を計算していた」という

お話をされた時の「ものすごい形相」を、

一生忘れません。こんな曲学阿世に走る

経済学者に、経済学の危機を感じとられ

たのでしょう。

　今日、貧困、教育、医療、環境は、経

済学の先端領域です。これらのため、ゲ

ーム理論、メカニズムデザイン、ミクロ

実証の計量経済学が高度に開発されまし

た。奇しくも、宇沢先生が「社会的共通

資本」と称して、経済学にとってもっと

も重要だとお考えになられた領域と一致

します。

　社会的共通資本に不用意に経済効率を

持ち込むと社会に混乱がもたらされる。

官僚的ガバナンスは禁物で、おろかな専

門家が権力におもねるのを阻止しないと

いけない。

　これらは大学制度の在り方を考える際

にも大いに留意されるべきです。経済学

の危機は、今後も純粋に問われ続けなけ

ればならない、社会の切実な問題なので

す。

神戸学院大学法学部講師 経済学研究科教授

辻村亮彦
Akihiko Tsujimura

松島 斉
Hitoshi Matsushima

日韓の法典編纂に
取り組んだ「民法の父」

「永遠」の存在となった
経済学の巨人

法学部明治新聞雑誌文庫より提供

本郷キャンパスの法学
政治学系総合研究棟の
隣には、平成21年に
植えられた梅先生を追
慕するための木斛とそ
の追慕碑があります。

仙人のような見事なヒゲでも
知られた宇沢先生。1987年
の五月祭ポスターでは天使の
出で立ちをして本を読む姿で
登場し、話題を呼びました。

（1860-1910） （1928-2014）

多くは118年に経った今も生き続け、私た

ちの生活や取引関係を規律しています。

梅が民法施行直後に執筆した『民法要義』

全5巻は、起草者の考えを伝えるバイブル

として法学徒たちによく読まれました。

　民法典編纂を通じて伊藤博文の信頼を

得た梅は、文部省総務長官、法制局長官

などの官職も兼任し、1905年（明治38年）

には伊藤統監の下で韓国統監府法律顧問

に就任し韓国における慣習調査、法典編

纂事業にも着手します。国内外で八面六

臂の活躍を続けた梅ですが、1910年（明

治43年）に出張先の韓国京城で腸チフス

に倒れ、50歳の若さでこの世を去りまし

た。日本や韓国の社会の将来を見通し、あ

るべき「法」の姿を追究し続けた生涯で

した。
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佐藤周行

※東京大学創立130周年記念で整備された、歴史的なモニュメントを
中心とするくつろぎの空間の総称。

第
33
回

地理的には本郷台地の東側のへりに位置し、

少し東に行くといわゆる谷根千という低地に

行き当たります。昔は水戸藩の中屋敷の一部

だったそうですが、今は「知のプロムナード」※

の一部になっている向丘記碑中の記述に残る

だけです（写真 1左端）。

　丘の上に作られたということは、今でも下

から見上げれば（写真 2、3）「あぁ、そうか」

と納得行くと思いますし、実際キャンパスに

たどり着くにはたいていの場合坂を登りきら

なければなりません（写真 1は情報基盤セン

ター側の南門の坂、4は宿舎につながる坂で

す）。写真は緑豊かに見えます。しかしその内

実はというと、植生的には実は自生するよう

な植物が繁茂しているわけです。

　このキャンパスには、職員用の宿舎もあり

ます。山のふもとに現役です。ここもうっそ

うとした緑に囲まれていることがわかります

（写真5は文学部アネックス側の宿舎）。手入

れが大変であることがしのばれます。そんな

わけで銀杏並木もおしゃれな庭園も特にない

という一見殺風景なキャンパスなのですが、

ただし、夏になると草木が繁茂して山の中を

彷徨っているんじゃないかというところもあ

りまして……ということの一端を写真でお見

せしました。

　丘の上にあるわけですから、いったん丘の

上にたどり着けば、各方面への視界が開けて

います（写真 6は「熊本テラス」から谷根千

方向を望んだものです。熊本テラスは工学部

9号館屋上にあり、熊本県と工学部の縁によ

って作られたそうです。写真 3は熊本テラス

を見上げる方向に撮っています。いかにも眺

望がよさそうでしょう？）。

　浅野を語るうえで忘れてはいけないことは、

キャンパスの外縁に弥生式土器の名称のもと

になった弥生遺跡があるということでしょう。

弥生（向丘）遺跡そのものはキャンパス内の

工学部 9号館のはずれにありますし、弥生式

土器発見の記念碑は言問通りに向かって建っ

ています（写真 7）。私が学生のころ、はじ

めてこれを見て「弥生式土器の弥生って、こ

れだったのか」と。

　さて、浅野キャンパスは昔から大型実験施

設の設置場所として考えられてきました。そ

ういう意味からいうと、この場所に仕事や勉

強で出入りする経験を持った人というのは、

ある意味で限定された層の人で、人数的には

あまり多くないかもしれません。写真 8は今

でも残る古い案内板ですが（今では取り壊さ

れた施設もちゃんと記載されていて歴史的に

重要だと思いますよ）、それによると、大型計

算機、原子力関係施設、風洞実験棟等々が置

かれていたことがわかります。アイソトープ

総合センターをはじめ、いくつかの現役の施

設が案内板の設置時期からすでに存在したこ

ともわかります。「大型構造物実験棟」の跡地

には2003年「武田先端知ビル」が建てられま

した（写真 9）。このビルの地下には山手線

内で一番きれいなクリーンルームを持つとい

うことで、大型実験施設というキャンパスの

性格にまさしく合致するものと言えるでしょ

う。ちなみにこのビルを建てた時にも弥生式

土器が出土したそうです。わはは。

　人目を引くものとしては理学部 3号館の屋

上にある反射望遠鏡のドーム（写真10）もあ

ります。低温センターというのもあって現役

です。時々液体窒素を運ぶタンクローリーが

出入りしています（写真11）。また、現在の

情報基盤センターのビルは昭和40年代に建設

された大型計算機センターの建物が前身です

が、予算が現在より若干潤沢にあり、ロビー

も写真12のように今見てもちょっとおしゃれ

な感じに作ることもできたようです。

　さて、浅野山に建物を建てるときに、平地

が少なくて苦労しただろうということはキャ

ンパス内にある建物の構造に如実に表れてい

ます。実際、いろいろな階で地上への出口を

見つけることができます。山の上の温泉宿み

たいな感じでしょうか。筆者が学生の頃、工

学部12号館の地下に居室がある友人のところ

にたまに遊びに行っていたのですが、1Fの玄

関から入って、玄関を通らずに地下階から地

上に出ることができて、慣れるまでは「??」

でした。よく見るとそのような構造の建物は

浅野では普通に見ることができます。それに

加えて建物に近接した外階段が普通に作られ

ていて、さながらダンジョンの様相を呈して

います（写真13、 14、 15）。

　写真は工学部12号館とタンデム棟の間にあ

る外階段、工学部 9号館と10号館の間にある

谷にある外階段、理学部 3号館と情報基盤セ

ンター1Fの高さから一気に下りる外階段を

写しました。まさに浅野ダンジョン。鬼ごっ

こやかくれんぼをすると楽しそうです。

野キャンパスは、古くは浅野山とよ

ばれた小高い丘に造成されました。浅

向丘記碑文は水戸藩 9代藩主・徳川斉昭の自撰自書
根津側から見上げた浅野キャンパス
池之端側から見上げた浅野キャンパス 

正面の建物 1階には生協浅野店もあり
右手に見えるのが現役の職員宿舎
熊本テラスはBBQにも最適な憩いの場所
碑の場所は文京区弥生 2丁目11

レトロな案内板は構内に複数あり
ビル名は寄付者・武田郁夫氏の名が由来
理学部3号館屋上の口径30cm反射望遠鏡
構内では実験用の大型タンクが随所にあり
天井の円形が特徴的な情報基盤センターのロビー
工学部12号館には教育学研究科の研究室も
工学部10号館には電気系工学などの研究室が
情報基盤センターは学内外の情報処理研究を推進 

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

平地の少ない丘の上に造成された
ダンジョンのような浅野キャンパス

12

6

3

15

9

11

5

14

8

10

4

1 2

13

7

情報基盤センター准教授
http://www-sato.cc.u-tokyo.
ac.jp/SATO.Hiroyuki/
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学生表彰「東京大学総長賞」が決定

IARU学長会議に総長が出席 スポーツ先端科学の研究拠点を開設

　本学の名誉を高め、学生の範と

なる功績が特に顕著な団体・個人

を対象とする平成27年度学生表

彰「東京大学総長賞」の授与式を、

3 月23日に本郷・小柴ホールで

開催しました。課外活動・社会活

動等の分野では自転車競技で全日

本学生選手権個人ロードレース優

勝・学連ロードランキング 1 位

という輝かしい結果を残した浦佑

樹さん（工学部）が、学業分野で

は新奇感覚を利用する脳機能研究

を行った乘本裕明さん（薬学系研

究科）が総長大賞を受賞。また、国

際医療分野で卓越した活動を行っ

た上野諒さん（医学部）と、航空

技術コンテスト世界大会で入賞し

た「BIRDPORT」、そして学業分野

で全 8名の学生が総長賞を受賞し

ました。

　IARU（International Alliance of 

Research Universities）とは、世

界の研究型大学11校が参画する

国際大学連合（2006年設立）。サ

マースクールやインターンシップ

などの学生交流、サステイナブル

・キャンパスや男女共同参画、エ

イジング分野における協力、図書

館や同窓会組織間の連携等を推進

しています。4月25日～26日の2

日間にわたり、イギリスのオック

スフォード大学において、第11回

IARU学長会議が開催され、五神真

総長、藤原帰一教授（法学政治学

研究科）が出席しました。本会議

では、各加盟大学を取り巻く国内

外の情勢や各大学内の施策等につ

いて情報交換が行われ、プロジェ

クトの進捗確認、新規提案の審議

等も行われました。

　東京大学スポーツ先端科学研究

拠点の開設を記念した公開シンポ

ジウム「東京大学スポーツ先端科

学研究拠点構想と東京オリンピッ

ク・パラリンピック」を教養学部

講堂で行いました。東京オリンピ

ック・パラリンピック大臣の遠藤

利明さん、文部科学大臣の馳浩さ

ん、アテネ・北京・ロンドンパラ

リンピック射撃日本代表の田口亜

希さんに総長も加わったパネルデ

ィスカッション、また、国立スポ

ーツ科学センター長の川原貴さん、

柔道日本代表チーム監督の井上康

生さん、シドニーパラリンピック

男子車椅子バスケットボール日本

代表の根木慎志さんらによるパネ

ルディスカッションも開催。2020

年への盛り上がりを予感させる日

でした（肩書きは6月当時のもの）。

五神総長と審査委員長の南風原理事・副学長を囲んで撮影に応じる受賞者の皆さん。

IARU加盟大学の学長
陣が集結。24日には
Alumni Receptionも
開催されました。

馳大臣は「東大から金
メダルを」と、遠藤大
臣は「拠点から世界の
モデルを」と訴えまし
た。

リニューアルを記念し
た全30回の連続講演
会も開催しました。

C
H

R
O

N
O

SP
H

E
R

E

M
A

C
RO

SPH
ER

E

東京大学総合研究博物館
東京都文京区本郷 7－3－1　東京大学本郷キャンパス内
入館料： 無料／開館日・開館時間などのお問い合わせ： 03-5777-8600（ハローダイヤル）

時を刻む先端研究― ―学術標本の可能性

HALL OF INSPIRATION 太陽系から人類へ
UMUTオープンラボ
2016.5.14sat
RENEWAL 
OPEN

http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館がリニューアル
　総合研究博物館本郷本館がリニ

ューアルオープンを果たし、新常

設展示「UMUTオープンラボ――

太陽系から人類へ」が始まりまし

た。この展示は、展示型収蔵とい

う概念に基づいて、学術研究の現

代測定など、学術標本への飽くな

き分析の実際を体感できる展示と

なっています。設立・開館から20

年を迎え、新しい歩みを始めた総

合研究博物館。皆さんの来場をお

待ちしています。

場を展示空間に直接持ち

込み、研究者が、大学が、

アカデミズムが真理を探

究していく姿を眼前に展

開するというもの。宇宙、

地球、生命、人類、文明

を網羅し、発掘や採集な

どを通じて、大量の学術

標本を蓄積する様子がご

覧になれます。また、精

緻な記載、高精度の形状

解析、巨大装置による年
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七大戦、野球部、イチ公と東大の運動会勢が躍動中

現代日本建築を伝える
MOOCがスタート

第15回ホーム
カミングデイを開催

　スポーツの世界で東大勢が躍動

しています。6月には、第40回日

米大学野球選手権大会に出場する

大学日本代表に、本学運動会硬式

野球部の宮台康平投手（法学部3

年）が選ばれました。本学の選手

としては33年ぶり2人目の快挙で

す。7月15日の第3戦で先発した

宮台投手は、2回2/3を1失点で切

り抜け、「東大野球部ここにあり」

をアピールしました。

　一方、第55回全国七大学総合体

育大会（七大戦）が、本学主管で

行われています。6月には6種目

が行われ、ラクロス男子、少林寺

拳法、硬式テニス男子で東大が優

勝。7月には7種目が行われ、東大

は競泳男子と陸上男子で優勝。総

合では2位の阪大に7.5点差をつけ

て首位（8月1日現在）。久々の栄

冠に向けて驀進中です。

　7月2日には、七大戦開会式が

安田講堂で行われ、五神総長のほ

か、六大学（北海道、東北、名古

屋、京都、大阪、九州）の総長ほ

か、多くの方に出席いただきまし

た。開会式後は神田錦町の学士会

館に移動してレセプションを開催。

各大学総長による魅惑のスピーチ、

各大学の学生代表による抱負披露

のほか、本学運動会マスコット・

イチ公のお披露目もあり、会場は

大いに盛り上がりました。

　教育研究は無論ですが、最近の

東大は運動でも目が離せません。

　MOOC「現代日本建築の四相：

理論」がエデックス（edX）で7月

31日より始まりました。1964年の

東京オリンピックから、2020年の

東京オリンピックに向けて、時代

の大きなうねりの中で形作られた

現代日本建築の多様性を、「理論」

「技術」「都市」「人間」という四相

から見直し、建築家自身による作

品解説とインタビューで学ぶ、オ

ンライン講座シリーズの第1弾で

す。コース担当講師の隈研吾教授、

小渕祐介准教授による解説ととも

に、第一相「理論」では磯崎新氏、

香山壽夫氏、藤森照信氏、大野秀

敏氏、妹島和世氏が自身の作品を

解説します。世界的に高い評価を

得ている日本建築について理解を

深める絶好の機会をお見逃しなく。

www.edx.org/school/utokyox

　年に一度の祭典が、今年は10月

15日に開催されます。メインプロ

グラムとなる特別フォーラムは、

「「知」がひらく～新たな価値創造

への挑戦」がテーマ。島田啓一郎

さん（ソニー執行役員）、谷家衛さ

ん（あすかホールディングス取締

役会長）、石川正俊教授（情報理工

学系研究科長）、新宅純二郎教授

（経済学研究科）、菅裕明教授（理

学系研究科）のパネリスト6人が、

イノベーションと新たな価値創造

について語ります（モデレーター

は桝太一さん）。会場は安田講堂。

様々なドラマがつまった大講堂の

椅子に、身と心を委ねてみては ? 　

各種講演会、年次卒業生が集まる

周年学年会、親子参加型イベント、

模擬店など、その他の企画も特設

サイトでご確認ください。

新国立競技場の設計に
こめられた思想とは ?

www.u-tokyo.ac.jp/

index/alumni.html

東大主管だった第48回七大戦
のマスコットとして誕生し、大
会後に運動会マスコットに就任
したイチ公。今年ついに立体化
し、様々な大会や行事で愛嬌を
振りまいています。食いしん坊
で、好物は焼き鳥。名前の由来
は上野英三郎先生の愛犬ハチ公
と一高です。見かけたら撫でて
あげてください。



総合図書館 洋雑誌閲覧室
　1928年に図書館ができた当時は「記念室」という名で
した。関東大震災からの復興を記念して設けられ、後には
「貴賓室」とも呼ばれました。賓客専用で、一般の利用者は
入れませんでしたが、1963年の大改装の際に「自由閲覧室」
と名が変わって開放され、その後「洋雑誌閲覧室」と改名
されて現在に到ります。1945年に、南原繁法学部長（後
に総長）が同僚の法学部6教授とともに集まり、政府に終
戦の働きかけを行った部屋としても知られます。
　壁にかかる鹿の首は、1913年に英国王ジョージ 5世か
ら寄贈された剥製。右に見えるのはインドの詩人・思想家
タゴールの肖像。左側の「南葵文庫」の額は徳川慶喜の筆
によるもの。関東大震災で多数の蔵書を失った図書館に徳
川家が寄贈したのが、紀州徳川家の蔵書約10万冊を基と
する南葵文庫でした。
　現在進行中の新図書館計画を機に、伝統のこの部屋の名
は再び創建時と同じ「記念室」となり、講演会などの会場
としての役割が加わる予定です。新装の暁には、90年にお
よぶ東大の知の蓄積を味わいにおいでください。

t a n s e i
T h e  U n i v e r s i t y  o f  T o k y o  M a g a z i n e
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